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臨
濟
義
玄
禪
師
の
禪
思
想

衣
川
　
賢
次

一
．
資
料

臨
濟
義
玄
禪
師
の
禪
思
想
を
考
え
る
さ
い
の
資
料
を
ど
こ
に
求
め
る
べ
き
か
？ 

現
在
に
傳
わ
る
『
臨
濟
錄
』
に
は
ふ
た

つ
の
系
統
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
『
四
家
錄
』
の
系
統
で
、
馬
祖
・
百
丈
・
黃
檗
・
臨
濟
の
四
家
の
語
錄
を
一
書
に
編
纂
し
た

集
成
。『
天
聖
廣
燈
錄
』（
一
〇
三
六
）
に
收
錄
さ
れ
、
の
ち
黃
龍
慧
南
の
校
訂
を
經
て
、
楊
傑
の
序
（
一
〇
八
五
）
を
附
し
、

明
版
『
四
家
錄
』（
師
啓
跋
［
一
三
六
三
］）
に
受
け
繼
が
れ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
黃
龍
慧
南
校
訂
本
を
さ
ら
に
圓
覺
宗
演
が
再

編
し
、
馬
防
の
序
（
一
一
二
〇
）
を
附
し
た
テ
ク
ス
ト
が
『
續
開
古
尊
宿
語
要
』（
一
二
三
八
）
に
收
錄
さ
れ
、
さ
ら
に
『
古
尊

宿
語
錄
』（
一
二
六
七
）
に
引
き
繼
が
れ
、
こ
の
臨
濟
部
分
が
元
大
德
二
年
（
一
二
九
八
）
刊
本
と
し
て
單
行
化
さ
れ
、
日
本

の
五
山
版
（
元
應
二
年
版
［
一
三
二
〇
］、
永
享
九
年
版
［
一
四
三
七
，
大
正
藏
所
收
］）
が
刊
行
さ
れ
た
。



100

臨濟義玄禪師の禪思想（衣川 賢次）

明版
『古尊宿語錄』

『四家語錄』
明版、慶安版

（北宋初單行本）

（四家錄）

『續開古尊宿語要』
［1238］

『天聖廣灯錄』
［1036］

（黃龍校訂『四家錄』）
楊傑序

［1085］

『四家錄』
師啓跋［1363］

南京圖書館藏明版

（宗演重開本）
馬防序［1120］

元應版［1320］
永享版［1437］

『古尊宿語錄』
［1267］

元大德刊本
［1298］
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上
揭
は
『
臨
濟
錄
』
版
本
の
系
統
圖
で
あ
る
（
括
弧
內
は
現
存
し
な
い
版
本
）。

つ
ま
り
四
家
錄
と
古
尊
宿
の
ふ
た
つ
の
系
統
が
あ
る
。
後
者
は
圓
覺
宗
演
に
よ
っ
て
再
編
さ
れ
た
と
き
、
編
成
に
も
字
句

に
も
改
變
が
加
え
ら
れ
、宋
代
資
料
に
よ
る
增
補
が
あ
る
か
ら
、前
者
の
も
っ
と
も
古
い
形
態
を
存
す
る
『
天
聖
廣
燈
錄
』
を

も
っ
て
基
本
資
料
と
な
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
「
示
衆
」
は
『
臨
濟
錄
』
の
主
要
部
分
を
占
め
て
い
る
が
、こ
の
部
分
は
唐
代
末
期
か
ら
五
代
（
一
〇
世
紀
後
半
）、す

な
わ
ち
臨
濟
禪
師
圓
寂
（
咸
通
七
年
、
八
六
六
）
の
ほ
ぼ
一
〇
〇
年
後
に
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
⑴
。「
示
衆
」
以

外
の
部
分
（
圓
覺
宗
演
再
編
本
に
分
類
さ
れ
た
「
上
堂
」、「
勘
辨
」、「
行
錄
」
に
相
當
す
る
部
分
）
は
成
立
が
遲
く
、
し
た

が
っ
て
後
代
の
思
想
を
混
入
し
て
い
る
可
能
性
を
含
む
の
に
對
し
て
、「
示
衆
」
は
も
っ
と
も
信
頼
で
き
る
資
料
で
あ
る
。
こ

れ
を
も
と
に
「
臨
濟
義
玄
禪
師
の
禪
思
想
」
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
⑵
。

二
．
臨
濟
の
示
衆

臨
濟
禪
師
の
「
示
衆
」
は
河
北
鎭
州
臨
濟
院
に
お
い
て
、
各
地
か
ら
來
參
し
た
行
脚
僧
に
向
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
說
法
の

集
錄
で
あ
る
。
鎭
州
は
當
時
五
臺
山
進
香
道
の
東
ル
ー
ト
の
起
點
に
あ
た
り
⑶
、日
本
僧
圓
仁
が
記
錄
し
て
い
る
よ
う
に
、一

般
の
參
詣
者
と
と
も
に
行
脚
の
禪
僧
が
隊
を
成
し
て
こ
の
衜
を
通
っ
て
五
臺
山
へ
と
巡
禮
し
⑷
、
途
中
お
そ
ら
く
臨
濟
院
を

訪
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
鎭
州
城
外
東
南
（
の
ち
城
內
に
移
転
し
た
）
の
臨
濟
院
は
小
院
で
あ
り
、「
示
衆
」
と
言

わ
れ
る
說
法
は
主
に
こ
う
し
た
行
脚
僧
が
對
象
で
あ
っ
た
か
ら
、
し
ぜ
ん
求
法
行
脚
の
問
題
に
ふ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て

い
る
。
臨
濟
禪
師
の
「
示
衆
」
は
行
脚
僧
に
「
眞
正
の
見
解
」（
正
し
い
考
え
か
た
）
を
持
つ
こ
と
を
要
求
し
、「
眞
正
の
見
解
」
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と
は
な
ん
で
あ
る
か
を
繰
り
か
え
し
說
い
て
い
る
。「
示
衆
」
の
冒
頭
第
一
段
に
そ
の
要
點
が
盡
く
さ
れ
て
い
る
。

師
示
衆
云

：「
今
時
學
佛
法
者
，
且
要
求
眞
正
見
解
。
若
得
眞
正
見
解
，
生
死
不
染
，
去
住
自
由
；
不
要
求
殊
勝
，
殊

勝
自
至
。
道
流
！ 

秖
如
自
古
先
德
，
皆
有
出
人
底
路
。
如
山
僧
指
示
人
處
，
秖
是
要
你
不
受
人
惑
，
要
用
便
用
，
更
莫

遲
疑
！ 
如
今
學
者
不
得
，
病
在
甚
處
？ 

病
在
不
自
信
處
。
你
若
自
信
不
及
，
卽
便
忙
忙
地
徇
一
切
境
轉
，
被
他
萬
境
迴

換
，
不
得
自
由
。
你
若
能
歇
得
念
念
馳
求
心
，
便
與
祖
佛
不
別
。
你
欲
得
識
祖
佛
麼
？
秖
你
面
前
聽
法
底
是
。
學
人
信
不

及
，
便
向
外
馳
求
。
設
求
得
者
，
皆
是
文
字
名
相
，
終
不
得
他
活
祖
意
。
莫
錯
！ 

禪
德
。
此
時
不
遇
，
萬
劫
千
生
，
輪
迴

三
界
，
徇
好
惡
境
掇
去
驢
牛
肚
裏
生
。
道
流
！ 

約
山
僧
見
處
，
與
釋
迦
不
別
。
每
日
多
般
用
處
，
欠
少
什
麼
？ 

六
衜
神

光
，
未
曾
間
歇
。
若
能
如
是
見
得
，
秖
是
一
生
無
事
人
。」

師
は
大
衆
に
向
っ
て
言
っ
た
、「
い
ま
佛
法
を
學
ぼ
う
と
す
る
者
は
、
と
り
あ
え
ず
、
正
し
い
考
え
か
た
を
求
め
な
く

て
は
な
ら
ぬ
。
正
し
い
考
え
か
た
を
身
に
つ
け
た
な
ら
、輪
廻
に
も
陷
ら
ず
、行
く
も
留
ま
る
も
み
づ
か
ら
決
め
る
。
解

脫
を
求
め
な
く
と
も
、
解
脫
は
ひ
と
り
で
に
わ
が
も
の
と
な
る
。
諸
君
！ 

古
來
の
先
覺
が
た
は
、
み
な
す
ぐ
れ
た
方
便

を
わ
き
ま
え
て
お
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
わ
た
し
が
忠
告
し
て
や
れ
る
の
は
た
だ
、
き
み
た
ち
は
人
に
騙
さ
れ
る
な
、
と

い
う
こ
と
だ
け
だ
。
忠
告
に
從
う
な
ら
、從
う
が
よ
い
。
迷
っ
た
り
し
て
い
て
は
だ
め
だ
。
い
ま
の
修
行
者
の
缺
點
は
、

ど
こ
に
原
因
が
あ
る
か
？ 

原
因
は
自
己
を
信
じ
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
き
み
た
ち
が
自
己
を
信
じ
き
れ
な
い
か
ら
、幻

覺
の
ま
ま
に
あ
た
ふ
た
と
運
ば
れ
、
よ
ろ
づ
の
場
面
に
振
り
ま
わ
さ
れ
て
、
自
由
に
な
れ
な
い
の
だ
。
き
み
た
ち
が
絕

え
ず
求
め
ま
わ
る
、
そ
の
心
を
終
熄
で
き
た
な
ら
、
そ
の
と
き
こ
そ
逹
磨
や
佛
陀
と
同
じ
な
の
だ
。
き
み
た
ち
は
逹
磨

が
ど
ん
な
人
な
の
か
、
知
り
た
い
と
思
う
か
？ 

今
わ
た
し
の
面
前
で
說
法
を
聽
い
て
い
る
き
み
た
ち
こ
そ
、
そ
れ
な
の
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だ
。
き
み
た
ち
自
身
が
自
己
を
信
じ
き
れ
な
い
か
ら
、
外
に
求
め
ま
わ
る
の
だ
。
外
に
求
め
て
、
た
と
い
得
ら
れ
た
と

し
て
も
、
み
な
文
字
や
言
葉
ば
か
り
で
、
け
っ
し
て
活
き
た
逹
磨
の
思
想
で
は
な
い
。
考
え
違
い
を
し
て
は
な
ら
ぬ
！ 

禪
師
が
た
よ
！ 

今こ
ん

生じ
ょ
うに
善
知
識
に
遇
わ
な
け
れ
ば
、
永
遠
に
三
界
を
輪
廻
し
、
臨
終
に
現
れ
る
好
ま
し
き
境
界
、
お
ぞ

ま
し
き
境
界
の
ま
ま
に
、
驢
馬
や
牛
の
腹
に
入
っ
て
轉
生
す
る
こ
と
に
な
る
。
諸
君
！ 

わ
た
し
の
見
か
た
に
據
れ
ば
、

諸
君
は
釋
迦
と
何
の
違
い
も
な
い
の
だ
。
每
日
の
種
々
の
行
な
い
に
、
何
の
缺
け
た
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
か
。
き
み
た

ち
の
六
根
が
放
つ
く
す
し
き
光
は
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
射
し
つ
づ
け
て
い
る
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
に
見
る
こ
と

が
で
き
た
な
ら
、
諸
君
は
た
だ
一
生
無
事
の
人
で
あ
る
。」

臨
濟
禪
師
は
言
う
、「
眞
正
の
見
解
」
を
持
つ
こ
と
が
解
脫
で
あ
る
。「
眞
正
の
見
解
」
と
は
な
に
か
？ 

今
わ
が
目
の
前
で

說
法
を
聽
い
て
い
る
き
み
た
ち
こ
そ
が
祖
師
・
佛
陀
と
變
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
を
信
ず
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、

求
め
て
行
脚
す
る
こ
と
の
な
い
無
事
の
人
と
な
る
の
だ
、
と
。

三
．
理
論
―
―
馬
祖
の
革
新

臨
濟
禪
師
が
か
く
言
う
理
論
的
根
據
は
馬
祖
禪
の
考
え
か
た
に
あ
る
。
中
唐
の
馬
祖
衜
一
（
七
〇
九
～
七
八
八
）
は
「
卽
心

是
佛
」、「
性
在
作
用
」
を
說
い
た
。「
佛
性
は
わ
が
心
に
あ
り
、
そ
れ
は
わ
が
行
爲
に
發
揮
さ
れ
る
」
と
い
う
佛
性
論
で
あ

る
。
傳
統
的
な
佛
敎
學
で
は
、
佛
性
は
人
人
具
有
で
は
あ
っ
て
も
、
煩
惱
の
雲
に
覆
わ
れ
て
發
揮
さ
れ
ぬ
ゆ
え
に
、
繁
多
な

戒
律
に
依
る
煩
惱
對
治
、
厖
大
な
經
論
の
學
修
、
長
期
に
わ
た
る
修
行
、
そ
の
果
て
に
佛
陀
の
悟
り
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。
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こ
れ
は
幾
世
に
も
わ
た
っ
て
輪
廻
轉
生
を
繰
り
か
え
し
、
そ
の
果
て
に
最
終
解
脫
を
得
る
と
い
う
イ
ン
ド
人
の
思
想
で
あ
る

が
、
中
國
人
の
馬
祖
は
こ
の
よ
う
な
迂
遠
な
考
え
か
た
に
は
耐
え
ら
れ
ず
、
孔
子
の
「
衜
は
人
に
遠
か
ら
ず
」（『
禮
記
』
中
庸

篇
）
に
據
っ
て
、「
佛
は
人
に
遠
か
ら
ず
」、「
衜
は
衆
生
を
離
れ
ず
」
で
あ
る
は
ず
だ
と
考
え
た
の
で
あ
る
⑸
。

嘗
曰

：「
佛
不
遠
人
，
卽
心
而
證
。
法
無
所
攝
，
觸
境
皆
如
。
豈
在
多
岐
，
以
泥
學
者
？
故
夸
父
、
喫
詬
，
求
之
愈
疎
，

而
金
剛
醍
醐
，
正
在
方
寸
。」（
權
德
輿
「
洪
州
開
元
寺
石
門
衜
一
禪
師
塔
銘
并
序
」）
⑹

か
つ
て
わ
た
く
し
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
、「
佛
は
人
と
離
れ
た
存
在
な
の
で
は
な
い
。
わ
が
心
に
お
い
て
こ
そ

佛
な
る
こ
と
を
悟
る
の
だ
。
し
か
し
心
と
い
う
法
は
坐
禪
を
修
し
て
治
め
る
も
の
で
は
な
い
。
對
象
に
觸
れ
た
と
き
實

相
と
し
て
現
れ
る
の
だ
。
多
く
の
修
行
法
を
設
定
し
て
、
修
行
者
を
煩
わ
せ
る
必
要
な
ど
な
い
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
夸か

父ほ

や
喫か
い

詬こ
う

は
追
い
求
め
て
、
ま
す
ま
す
遠
ざ
か
っ
た
の
だ
。
だ
が
金
剛
と
醍
醐
は
、
ま
さ
し
く
わ
が
心
に
あ
る
の
で
あ

る
」
と
。

若
說
如
來
權
敎
三
藏
，
河
沙
劫
說
不
可
盡
，
猶
如
鉤
鏁
亦
不
斷
絕
；
若
悟
聖
心
，
總
無
餘
事
。（『
天
聖
廣
燈
錄
』
卷
八
洪

州
馬
祖
衜
一
大
寂
禪
師
章
）
⑺

い
ま
如
來
が
假
り
の
方
便
と
し
て
說
い
た
敎
え
に
つ
い
て
話
す
な
ら
、
永
劫
に
話
し
續
け
て
も
終
わ
ら
な
い
。
ま
る

で
罪
人
の
鎻
の
拘
束
が
斷
ち
切
れ
ぬ
よ
う
な
も
の
だ
。
し
か
し
如
來
の
心
を
悟
る
な
ら
ば
、
一
擧
に
決
著
が
つ
く
。
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非
離
眞
而
有
，
立
處
卽
眞
，
立
處
盡
是
自
家
體
。
若
不
然
者
，
更
是
何
人
！
（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
八
江
西
大
寂
道
一

禪
師
語
）
⑻

人
は
眞
理
を
離
れ
て
存
在
す
る
の
で
は
な
い
。
い
ま
こ
こ
に
こ
そ
眞
理
が
あ
る
の
だ
。
い
ま
こ
こ
の
す
べ
て
が
自
己

の
本
體
で
あ
る
。
も
し
そ
う
で
な
い
な
ら
、
い
っ
た
い
わ
た
し
以
外
の
誰
に
そ
の
資
格
が
あ
る
と
い
う
の
だ
！

後
聞
洪
州
大
寂
禪
門
之
上
首
，
特
往
瞻
禮
。
業
身
逾
六
尺
，
屹
若
山
立
。
顧
必
凝
睇
，
聲
仵
洪
鐘
。
大
寂
一
見
異
之
，

笑
而
言
曰

：「
巍
巍
佛
堂
，
其
中
無
佛
。」
業
於
是
禮
跪
而
言
曰

：「
至
如
三
乘
文
學
，
粗
窮
其
旨
。
嘗
聞
禪
門
卽
心
是
佛
，

實
未
能
了
。」
大
寂
曰

：「
只
未
了
底
心
卽
是
，
別
物
更
無
。
不
了
時
卽
是
迷
，
若
了
卽
是
悟
；
迷
卽
衆
生
，
悟
卽
是
佛
；

衜
不
離
衆
生
，
豈
別
更
有
佛
！ 
亦
猶
手
作
拳
，
拳
全
手
也
。」
業
言
下
豁
然
開
悟
，
涕
淚
悲
泣
，
向
大
寂
曰

：「
本
謂
佛
衜

長
遠
，
勤
苦
曠
劫
，
方
始
得
成
。
今
日
始
知
，
法
身
實
相
，
本
自
具
足
，
一
切
萬
法
，
從
心
所
生
，
但
有
名
字
，
無
有
實

者
。」（『
宋
高
僧
傳
』
卷
一
一
唐
汾
州
開
元
寺
無
業
傳
）
⑼

の
ち
洪
州
の
馬
祖
禪
師
が
禪
門
の
指
導
者
だ
と
聞
き
、
出
向
い
て
挨
拶
を
し
た
。
無
業
は
六
尺
の
巨
漢
、
馬
祖
の
前

に
出
る
と
、
ま
る
で
山
が
屹
立
し
た
よ
う
で
、
相
手
を
見
る
と
き
は
ギ
ロ
リ
と
凝
視
し
、
加
え
て
梵
鐘
の
ご
と
き
大
音

聲
。
馬
祖
は
一
見
し
て
大
器
だ
と
知
り
、
笑
っ
て
言
っ
た
、「
た
い
そ
う
立
派
な
伽
藍
だ
が
、
本
尊
が
お
留
守
だ
な
」。

無
業
は
か
し
こ
ま
っ
て
禮
拜
し
、
跪
い
て
、「
わ
た
く
し
、
佛
敎
の
學
問
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
窮
め
ま
し
た
。
禪
門
で
は

〈
卽
心
是
佛
〉
だ
と
承
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
ま
っ
た
く
わ
か
り
ま
せ
ぬ
」。
す
か
さ
ず
、
馬
祖
「
わ
か
ら
ぬ
と
い
う
、

そ
の
心
こ
そ
が
そ
れ
だ
！ 

そ
れ
以
外
に
は
な
い
！ 

わ
か
ら
な
い
時
が
迷
い
だ
、
わ
か
っ
た
ら
悟
り
な
の
だ
。
迷
え
ば
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衆
生
、
悟
れ
ば
佛
だ
。
衜
は
衆
生
を
離
れ
て
あ
る
の
で
は
な
い
。
衆
生
の
ほ
か
に
佛
が
あ
ろ
う
か
！ 

握
れ
ば
拳
、
開
け

ば
掌
じ
ゃ
な
い
か
。」
こ
れ
を
聽
く
や
、
無
業
は
豁
然
大
悟
し
た
。
涙
が
あ
ふ
れ
る
ま
ま
、
申
し
上
げ
た
、「
わ
た
く
し
、

佛
衜
と
い
う
も
の
は
長
く
遠
い
衜
の
り
、
無
限
の
苦
し
い
修
行
の
果
て
に
、
は
じ
め
て
成
衜
が
あ
る
の
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
し
た
。
今
日
は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
。
法
身
と
い
う
眞
實
相
は
も
と
も
と
わ
た
く
し
に
具
わ
っ
て
い
た
、
一
切
の

も
の
は
わ
が
心
よ
り
生
じ
、
そ
れ
は
名
辭
の
み
あ
っ
て
、
實
體
は
な
い
の
だ
、
と
」。

馬
祖
の
敎
說
の
う
ち
「
卽
心
是
佛
」
は
廣
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
が
、「
性
在
作
用
」（
作
用
卽
性
）
說
は
た
だ
ち
に
南
陽
慧
忠

（
？
～
七
七
五
）
の
反
撥
を
呼
び
⑽
、
圭
峯
宗
密
（
七
八
〇
～
八
四
一
）
の
危
惧
を
招
き
⑾
、
の
ち
の
宋
學
の
批
判
も
こ
の
點
に

集
中
し
て
い
る
⑿
。
し
か
し
こ
の
點
こ
そ
が
馬
祖
の
敎
說
の
新
し
さ
で
あ
り
、「
卽
心
是
佛
」
な
る
こ
と
を
人
が
感
得
す
る
方

法
な
の
で
あ
っ
た
。
禪
の
悟
り
「
卽
心
是
佛
」
は
い
か
に
し
て
わ
が
も
の
と
し
て
實
感
さ
れ
る
の
か
。「
性
在
作
用
」
―
―
見

聞
覺
知
の
日
常
の
營
爲
の
な
か
に
佛
性
は
發
揮
さ
れ
て
い
る
と
い
う
が
、
こ
れ
は
い
か
な
る
事
態
で
あ
る
の
か
。
馬
祖
は
言

う
、

一
切
衆
生
，
從
無
量
劫
來
，
不
出
法
性
三
昧
。
長
在
法
性
三
昧
中
，
著
衣
喫
飯
，
言
談
祇
對
。
六
根
運
用
，
一
切
施
爲
，

盡
是
法
性
。
不
解
﨤
源
，
隨
名
逐
相
，
迷
情
妄
起
，
造
種
種
業
。
若
能
一
念
﨤
照
，
全
體
聖
心
。
汝
等
諸
人
，
各
逹
自
心
，

莫
記
吾
語
。（『
天
聖
廣
燈
錄
』
卷
八
）
⒀

す
べ
て
の
ひ
と
び
と
は
、
久
遠
の
昔
よ
り
今
に
至
る
ま
で
、
法
性
三
昧
（
ひ
ら
か
れ
た
悟
り
の
世
界
）
か
ら
は
み
出
た

こ
と
は
な
い
。
つ
ね
に
法
性
三
昧
の
た
だ
中
で
服
を
著
け
、
飯
を
喰
ら
い
、
人
と
語
り
、
應
對
し
て
い
る
の
だ
。
六
根
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の
は
た
ら
き
、
あ
ら
ゆ
る
行
爲
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
法
性
に
適
っ
て
い
る
。
し
か
る
に
こ
の
根
源
に
立
ち
﨤
る
こ
と
が

で
き
な
い
で
、
表
面
的
な
名
前
や
形
を
追
い
求
め
、
む
や
み
に
迷
い
を
起
こ
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
を
造
る
。
し
か

し
も
し
一
瞬
で
も
氣
づ
き
顧
み
た
な
ら
、
そ
の
と
た
ん
に
ま
る
ご
と
聖
人
の
心
で
あ
る
。
諸
君
よ
、
わ
た
し
の
言
葉
に

從
う
の
で
は
な
く
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
み
づ
か
ら
の
心
に
立
ち
至
る
の
だ
。

こ
の
「
一
切
衆
生
，
從
無
量
劫
來
，
不
出
法
性
三
昧
。
長
在
法
性
三
昧
中
，
著
衣
喫
飯
，
言
談
祇
對
」
と
い
う
說
の
背
後
に

も
、
中
國
人
ら
し
い
「
百

ひ
ゃ
く

姓せ
い

は
日
用
し
て
知
ら
ず
」（『
周
易
』
繫
辭
傳
上
）
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。「
す
べ
て

の
人
が
悟
り
の
た
だ
中
に
在
る
」
と
は
、
證
明
も
說
明
も
で
き
な
い
確
信
と
い
う
ほ
か
な
い
が
、
た
だ
「
一
念
に
﨤
照
」
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
こ
の
こ
と
わ
り
が
自
己
に
實
感
さ
れ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
「
回
光
返
照
」
と
い
う
回
心
の
體
驗

を
要
す
る
の
で
あ
る
。
個
人
に
お
け
る
こ
う
し
た
事
理
圓
融
し
た
世
界
の
實
現
を
、馬
祖
が
「
皆
な
心
の
迴
轉
に
由
る
」（『
景

德
傳
燈
錄
』
卷
二
八
「
江
西
大
寂
衜
一
禪
師
示
衆
」）
と
言
っ
て
い
る
の
は
、か
れ
じ
し
ん
に
そ
の
體
驗
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、「
一
念
に
返
照
」
し
て
「
自
心
に
逹
す
る
」、
そ
の
契
機
は
な
ん
で
あ
る
か
。
そ
れ
が
馬
祖
の
「
見

色
卽
是
見
心
」（
物
を
見
て
わ
が
心
を
知
る
）
と
い
う
悟
衜
の
方
法
で
あ
る
。

法
無
自
性
，
三
界
唯
心
。
經
云

：「
森
羅
及
萬
像
，
一
法
之
所
印
。」
凡
所
見
色
，
皆
是
見
心
。
心
不
自
心
，
因
色
故
心
；

色
不
自
色
，
因
心
故
色
。
故
經
云

：「
見
色
卽
是
見
心
。」（『
宗
鏡
錄
』
卷
一
，
大
正
藏
四
八
，
四
一
八
下
）
⒁

も
の
ご
と
に
は
不
變
の
實
體
は
な
い
。
世
界
內
の
存
在
は
た
だ
心
の
み
。
ゆ
え
に
經
に
「
あ
ら
ゆ
る
存
在
と
現
象
は
、

心
が
現
出
し
た
も
の
」
と
い
う
。
ひ
と
に
見
え
る
も
の
は
、
み
な
心
の
現
出
と
し
て
見
え
る
の
だ
。
心
は
そ
れ
自
體
で
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心
な
の
で
は
な
く
、
物
に
對
し
て
は
じ
め
て
心
な
の
で
あ
り
、
物
は
そ
れ
自
體
で
物
な
の
で
は
な
く
、
心
を
待
っ
て
は

じ
め
て
物
な
の
で
あ
っ
て
、
兩
者
は
相
依
相
對
の
關
係
に
あ
る
。
ゆ
え
に
經
に
「
物
が
見
え
る
と
心
が
見
え
る
」
と
い

わ
れ
る
。

こ
こ
で
馬
祖
は
師
の
南
嶽
懷
讓
の
語
に
據
り
つ
つ
、「
見
色
卽
是
見
心
」
を
つ
け
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
見
色

卽
是
見
心
」
の
も
と
づ
く
經
典
は
未
詳
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
『
楞
伽
經
』
の
「
自
心
現
」、「
自
心
現
量
」
を
馬
祖
が
言
い

替
え
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。『
楞
伽
經
』
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
う
。

佛
告
大
慧

：「
如
是
。
凡
夫
惡
見
所
噬
，
外
道
智
慧
，
不
知
如
夢
，
自
心
現
量
，
依
於
一
異
、
俱
不
俱
、
有
無
非
有
非

無
、
常
無
常
見
。
譬
如
畫
像
，
不
高
不
下
，
而
彼
凡
愚
，
作
高
下
想
。」（『
楞
伽
阿
跋
多
羅
寶
經
』
卷
二
〈
一
切
佛
語
心
品
〉，

大
正
藏
一
六
，
四
九
一
上
）

佛
は
大
慧
に
告
げ
た
、「
そ
の
と
お
り
だ
。
凡
夫
は
誤
っ
た
見
か
た
に
執
わ
れ
て
、
外
道
の
淺
は
か
な
智
慧
の
よ
う

に
、
夢
の
よ
う
な
こ
と
だ
と
は
知
ら
ず
、
自
分
の
心
が
現
出
し
た
も
の
を
見
て
、
さ
ま
ざ
ま
の
判
斷
を
す
る
の
だ
。
例

え
ば
繪
に
描
か
れ
た
像
は
平
面
で
高
低
は
な
い
が
、
凡
夫
愚
夫
は
見
て
高
低
が
あ
る
と
思
い
こ
む
よ
う
な
も
の
だ
。」

こ
れ
は
人
が
い
か
に
認
識
を
誤
る
か
と
い
う
說
で
あ
る
。『
楞
伽
經
』
の
「
自
心
現
量
說
」
は
「
自
心
が
妄
想
に
よ
っ
て
あ

り
も
し
な
い
幻
想
を
現
出
し
て
、
さ
ら
に
そ
の
幻
想
を
實
體
視
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
を
抱
く
」
と
い
う
も
の
で
、
そ
れ
を

譬
喩
（
陽
炎
・
乾
闥
婆
城
・
夢
・
畫
像
・
垂
髮
・
火
輪
・
水
泡
・
樹
影
な
ど
）
に
よ
っ
て
說
明
す
る
の
で
あ
る
。『
楞
伽
經
』
の
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唯
識
說
は
「
も
の
を
見
る
と
か
知
る
と
い
う
こ
と
は
、
認
識
論
的
に
い
え
ば
、
對
象
そ
の
も
の
を
見
、
知
る
と
い
う
よ
り
は
、

對
象
に
つ
い
て
の
像
を
心
內
に
作
り
、
そ
れ
を
見
、
知
る
の
で
あ
る
。
…
…
す
べ
て
の
存
在
（
わ
れ
わ
れ
が
客
觀
的
實
在
と

思
っ
て
い
る
も
の
）
は
、
實
は
心
內
に
作
ら
れ
た
イ
メ
ー
ジ
に
す
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
心
が
現
し
出
し
た
像
で
あ
り
、
わ

れ
わ
れ
は
そ
れ
を
見
て
、そ
れ
に
執
わ
れ
て
い
る
の
だ
」（
高
崎
直
道
）
⒂
と
言
わ
れ
る
。
た
だ
し
「
自
心
現
量
」
と
い
う
心
の

習
性
は
『
楞
伽
經
』
に
お
い
て
は
自
明
の
理
な
の
で
あ
っ
て
、
證
明
の
必
要
の
な
い
前
提
と
し
て
繰
り
か
え
し
說
か
れ
る
ば

か
り
で
あ
る
。

こ
の
心
の
習
性
と
し
て
の
「
自
心
現
量
」
は
た
し
か
に
「
見
色
卽
是
見
心
」
と
い
う
定
言
の
背
景
を
な
す
も
の
で
は
あ
ろ

う
が
、兩
者
は
じ
つ
は
相
反
す
る
立
場
か
ら
言
わ
れ
た
言
說
な
の
で
あ
る
。外
界
は
自
心
の
現
出
だ
と
い
う
唯
識
說
に
と
も
に

依
據
し
な
が
ら
、「
自
心
現
量
」
は
人
が
外
界
を
實
體
視
し
て
認
識
を
誤
る
否
定
的
な
心
の
習
性
を
言
う
の
に
對
し
て
、「
見

色
卽
是
見
心
」
は
逆
に
外
界
を
見
る
わ
が
心
を
再
發
見
し
て
、
そ
こ
に
佛
心
の
作
用
を
認
め
る
の
で
あ
っ
て
、
肯
定
的
に
か

く
あ
る
べ
し
と
い
う
テ
ー
ゼ
と
し
て
提
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

馬
祖
に
よ
れ
ば
、
人
間
は
み
な
覺
醒
し
た
世
界
に
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
日
常
の
生
活
の
裡
に
自
足
し
て
お
れ
ば

よ
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
う
え
更
に
「
佛
法
」
を
學
び
、「
修
行
」
を
し
、「
坐
禪
」
を
し
て
「
悟
り
」
を
求
め
る
必
要
は
ま
っ

た
く
な
い
、
外
に
そ
れ
を
求
め
る
こ
と
は
む
し
ろ
清
淨
心
を
汚
す
も
の
で
あ
る
、
と
し
た
。
馬
祖
は
言
う
、「
道
は
修
む
る

を
用
い
ず
。
但
だ
汚
染
す
る
莫
れ
」
⒃
。
も
し
「
修
」
を
い
う
な
ら
ば
、「
自
性
は
本
來
具
足
せ
り
。
但
だ
善
惡
の
事
上
に
於

い
て
滯
ら
ざ
る
を
、
喚
ん
で
修
衜
の
人
と
作
す
」
⒄
。
宗
密
も
總
括
し
て
言
う
、「
但
だ
心
に
任
す
る
を
修
と
爲
す
な
り
」
⒅
。

す
な
わ
ち
「
馬
祖
は
最
終
的
に
い
か
な
る
形
式
の
開
悟
を
も
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
開
悟
と
い
う
こ
と
は
迷
い
と
悟
り
、
聰

明
と
愚
癡
の
區
別
を
前
提
と
す
る
。
だ
が
平
常
・
完
全
な
る
心
が
す
で
に
佛
性
な
の
で
あ
り
、
が
ん
ら
い
區
別
す
る
必
要
は

な
い
以
上
、
開
悟
も
存
在
せ
ず
、
頓
悟
・
漸
悟
な
ど
論
外
で
あ
る
」
⒆
。
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こ
の
單
純
明
快
な
「
平
常
無
事
」
論
は
僧
俗
に
廣
く
衝
擊
を
與
え
る
と
と
も
に
、
ま
た
強
い
吸
引
力
を
も
っ
て
多
く
の
人

を
馬
祖
の
禪
門
に
引
き
寄
せ
た
の
で
あ
る
が
、
冷
靜
に
な
っ
て
考
え
て
み
る
と
、
こ
れ
ほ
ど
「
言
う
は
易
く
、
行
う
は
難
き
」

こ
と
は
な
い
。
こ
こ
に
お
い
て
あ
ら
た
め
て
「
見
色
卽
是
見
心
」
と
い
う
悟
衜
論
が
注
目
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
周
知
の
よ

う
に
「
性
在
作
用
」
說
の
根
據
と
さ
れ
る
の
は
、
禪
宗
で
傳
承
さ
れ
た
菩
提
逹
磨
の
弟
子
波
羅
提
尊
者
と
異
見
王
の
問
答
お

よ
び
尊
者
の
偈
で
あ
る
。

王
又
問
曰

：「
何
者
是
佛
？
」
波
羅
提
曰

：「
見
性
是
佛
。」
王
曰

：「
師
見
性
不
？
」
波
羅
提
曰

：「
我
見
佛
性
。」
王
曰

：

「
性
在
何
處
？
」
波
羅
提
曰

：「
性
在
作
用
。」
王
曰

：「
是
何
作
用
？ 

今
不
覩
見
。」
波
羅
提
曰

：「
今
現
作
用
，
王
自
不

識
。」
王
曰

：「
師
既
所
見
，
云
有
作
用
，
當
於
我
處
而
有
之
不
？
」
波
羅
提
曰

：「
王
若
作
用
，
現
前
總
是
；
王
若
不
用
，

體
亦
難
見
。」
王
曰

：「
若
當
用
之
，
幾
處
出
現
？
」
師
曰

：「
若
出
用
時
，
當
有
其
八
。」
卓
立
雲
端
，
以
偈
告
曰

：「
在
胎

曰
身
，
處
世
名
人
；
在
眼
曰
見
，
在
耳
曰
聞
；
在
鼻
辨
氣
，
在
口
談
論
；
在
手
執
捉
，
在
脚
運
奔
。
遍
現
俱
該
法
界
，
收

攝
不
出
微
塵
。
識
者
知
是
佛
性
，
不
識
者
喚
作
精
魂
。」（『
宗
鏡
錄
』
卷
九
七
，
大
正
藏
四
八
，
九
三
九
上
）
⒇

異
見
王
は
さ
ら
に
問
う
、「
何
を
も
っ
て
佛
と
す
る
の
か
」。
波
羅
提
、「
本
性
を
見
る
も
の
が
佛
で
あ
る
」。
王
、「
師

は
本
性
を
見
ら
れ
た
の
か
」。
波
羅
提
、「
わ
た
し
は
佛
性
を
見
た
」。
王
、「
本
性
は
ど
こ
に
あ
る
か
」。
波
羅
提
、「
本

性
は
作
用
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
」。
王
、「
如
何
な
る
作
用
で
あ
る
の
か
。
い
ま
そ
れ
が
見
え
ぬ
」。
波
羅
提
、「
い
ま
現

に
作
用
し
て
い
る
の
を
、
王
は
自
分
で
わ
か
ら
ぬ
の
だ
」。
王
、「
師
は
見
る
こ
と
に
本
性
の
作
用
が
あ
る
と
言
う
な
ら
、

朕
に
も
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
」。
波
羅
提
、「
王
が
作
用
す
る
な
ら
、
現
前
す
る
も
の
は
す
べ
て
本
性
で
あ
り
、
作
用
し

な
け
れ
ば
、
本
體
は
見
え
ぬ
」。
王
、「
も
し
作
用
す
れ
ば
、
幾
處
に
現
れ
る
の
か
」。
波
羅
提
、「
作
用
す
れ
ば
、
八
處
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に
現
れ
る
で
あ
ろ
う
」。
波
羅
提
は
雲
間
に
立
っ
て
偈
で
告
げ
た
、「
母
胎
に
あ
っ
て
は
身
と
い
い
、
世
に
出
て
は
人
と

い
う
。
眼
に
あ
っ
て
は
見
る
と
い
う
、
耳
に
あ
っ
て
は
聞
く
と
い
う
。
鼻
に
あ
っ
て
は
匂
い
を
區
別
し
、
口
に
あ
っ
て

は
語
る
。
手
に
あ
っ
て
は
も
の
を
つ
か
み
、
足
に
あ
っ
て
は
走
る
。
擴
大
し
て
は
世
界
を
被
い
、
收
斂
し
て
は
微
塵
に

納
ま
る
。
わ
か
る
者
は
こ
れ
が
佛
性
だ
と
知
り
、
わ
か
ら
ぬ
者
は
精
魂
と
呼
ぶ
」。

た
だ
し
、
こ
の
故
事
の
古
い
淵
源
は
確
認
で
き
ず
、
お
そ
ら
く
馬
祖
禪
を
根
據
づ
け
る
『
寶
林
傳
』
に
お
い
て
登
場
し
た

も
の
ら
し
く
㉑
、
中
國
人
の
創
作
に
か
か
る
可
能
性
が
高
い
。
す
な
わ
ち
中
國
的
な
、
中
國
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
理

論
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、馬
祖
衜
一
に
よ
る
「
卽
心
是
佛
」、「
性
在
作
用
」（
作
用
卽
性
）
と
い
う
佛
性
論
と
「
見
色
卽
是
見
心
」
と
い
う

悟
道
論
と
「
平
常
無
事
」
と
い
う
修
道
論
を
そ
な
え
た
新
し
い
中
國
禪
が
八
世
紀
後
半
に
登
場
し
た
。
こ
の
理
論
は
馬
祖
の

弟
子
の
百
丈
懷
海
（
七
四
九
～
八
一
四
）
と
そ
の
弟
子
潙
山
靈
祐
（
七
七
一
～
八
五
三
）、黃
檗
希
運
（
？
～
大
中
年
間
［
八
四
七

～
八
六
〇
］）
ら
に
よ
っ
て
廣
ま
り
、
九
世
紀
江
西
・
湖
南
を
中
心
に
多
く
の
修
行
者
を
引
き
寄
せ
て
い
た
。
巨
視
的
に
見
れ

ば
、
唐
か
ら
宋
へ
、
社
會
は
中
世
か
ら
近
世
へ
と
大
き
く
轉
移
す
る
な
か
で
、
中
唐
馬
祖
に
始
ま
る
禪
宗
は
、
唐
代
佛
敎
の

過
激
な
新
興
宗
敎
と
し
て
登
場
し
、
そ
の
敎
說
は
相
當
に
衝
擊
的
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
新
興
禪
宗
は
多
く
の
出
家
者
を
呼

び
込
む
吸
引
力
を
も
っ
て
い
た
。
晩
唐
五
代
の
動
亂
期
に
當
っ
て
、
藩
鎭
の
實
力
者
が
競
っ
て
支
持
し
、
私
的
戒
壇
を
設
け

て
度
僧
し
、
そ
の
結
果
禪
宗
社
會
に
大
衆
化
現
象
が
起
こ
っ
た
。
當
時
は
潭
州
潙
山
靈
祐
の
も
と
に
千
六
百
衆
、
同
じ
く
潭

州
石
霜
山
慶
諸
（
八
〇
七
～
八
八
八
）
の
も
と
に
一
度
に
「
二
百
來
个
新
到
」、洪
州
雲
居
衜
膺
（
？
～
九
〇
二
）
に
は
千
五
百

衆
、
福
州
雪
峯
義
存
（
八
二
二
～
九
〇
八
）
に
は
千
七
百
衆
が
聚
ま
っ
た
と
い
う
時
代
で
あ
る
。
臨
濟
禪
師
も
若
年
の
南
方

行
脚
で
こ
の
新
し
い
禪
思
想
に
深
く
影
響
を
受
け
て
い
た
。
馬
祖
衜
一
か
ら
百
年
後
の
九
世
紀
後
半
、
唐
末
の
禪
宗
は
江
西
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の
洞
山
、
曹
山
、
雲
居
山
、
湖
南
の
潙
山
、
仰
山
、
石
霜
山
、
德
山
、
福
建
の
雪
峯
山
、
そ
し
て
河
北
の
趙
州
（
觀
音
院
從

諗
）、
鎭
州
（
臨
濟
義
玄
）
な
ど
で
、
唐
宋
變
革
期
と
い
わ
れ
る
動
亂
の
時
代
に
對
應
す
る
生
き
方
が
模
索
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。

四
．
實
踐
―
―
行
脚
僧
へ
の
說
法

河
北
鎭
州
臨
濟
院
に
あ
っ
て
、
義
玄
禪
師
は
馬
祖
禪
の
基
本
理
論
に
據
り
つ
つ
、
各
地
か
ら
參
問
に
來
る
行
脚
僧
に
「
示

衆
」
說
法
を
し
た
。
そ
の
基
調
は
「
外
に
求
め
ま
わ
る
行
脚
を
や
め
よ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
上
揭
「
示
衆
」
に
言
う

よ
う
に
「
人
惑
を
受
け
て
は
な
ら
ぬ
」
と
忠
告
し
た
の
で
あ
る
。

［
一
］「
人
惑
」
の
第
一
は
傳
統
的
佛
敎
學
で
あ
る

行
脚
僧
は
す
で
に
既
成
の
佛
敎
に
限
界
を
感
じ
て
新
興
宗
敎
た
る
禪
宗
に
身
を
投
じ
、
行
脚
に
出
た
の
で
あ
る
が
、
臨
濟

に
よ
れ
ば
、か
れ
ら
は
こ
れ
ま
で
馴
染
ん
で
き
た
佛
敎
敎
學
の
羈
絆
を
脫
し
き
れ
な
い
で
、い
く
つ
も
の
「
誤
っ
た
考
え
」
に

執
わ
れ
て
い
る
。

　

⑴
ま
づ
第
一
に
、
佛
陀
を
究
極
の
理
想
と
設
定
し
て
そ
の
境
涯
に
至
ら
ん
こ
と
を
求
め
る
こ
と
で
あ
る
。

【
七
一
】
有
一
般
禿
比
丘
，
向
學
人
道

：「
佛
是
究
竟
，
於
三
大
阿
僧
衹
劫
修
行
，果
滿
，
始
成
衜
。」
衜
流
！ 

你
若
衜
佛

是
究
竟
，
緣
什
麽
八
十
年
後
向
拘
尸
羅
城
雙
林
樹
間
側
臥
死
去
？ 
佛
今
何
在
？ 

明
知
與
我
生
死
不
別
。
你
言

：「
三
十
二
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相
、
八
十
種
好
是
佛
。」
轉
輪
聖
王
應
是
如
來
。
明
知
是
幻
化
。
古
人
云

：「
如
來
擧
身
相
，
爲
順
世
間
情
。
恐
人
生
斷
見
，

權
且
立
虛
名
。
假
言
三
十
二
，
八
十
也
空
聲
。
有
身
非
覺
體
，
無
相
乃
眞
形
。」
你
衜

：「
佛
有
六
通
，
是
不
可
思
議
。」
一

切
諸
天
、
神
仙
、
阿
修
羅
、
大
力
鬼
亦
有
神
通
，
應
是
佛
否
？ 

道
流
！ 

莫
錯
！ 

秖
如
阿
修
羅
與
天
帝
釋
戰
，
戰
敗
，
領

八
萬
四
千
眷
屬
入
藕
絲
孔
中
藏
。
莫
是
聖
否
？ 

如
山
僧
所
擧
，
皆
是
業
通
、
依
通
。

「
佛
陀
こ
そ
は
究
極
の
か
た
で
あ
る
。
三
大
阿
僧
祇
劫
の
長
き
に
わ
た
っ
て
修
行
を
積
ま
れ
、
そ
の
成
果
と
し
て
始

め
て
成
衜
さ
れ
た
も
う
た
の
だ
」
な
ど
と
修
行
者
に
向
っ
て
說
敎
を
垂
れ
る
坊
主
が
お
る
が
、諸
君
よ
！ 

も
し
き
み
た

ち
ま
で
が
そ
の
ま
ね
を
し
て
、「
佛
陀
こ
そ
は
究
極
の
か
た
で
あ
る
」
と
言
う
な
ら
、
い
っ
た
い
ど
う
し
て
八
十
歲
で

拘
尸
羅
城
の
雙
林
樹
の
も
と
に
橫
た
わ
っ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
か
？
佛
陀
は
今
ど
こ
に
い
る
の
か
？ 

わ
れ
わ
れ
の

生
き
死
に
と
何
ら
變
わ
ら
ぬ
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
き
み
た
ち
は
「
三
十
二
相
、
八
十
種
好
こ
そ
は
佛
の
あ
か
し

だ
」
と
言
う
が
、
そ
れ
な
ら
あ
の
轉
輪
聖
王
だ
っ
て
聖
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
佛
陀
も
現う

つ

身し
み

の
人
だ
っ
た
と
わ
か
る

で
あ
ろ
う
。
古
人
が
「
如
來
の
全
身
の
す
が
た
は
、眼
に
見
た
い
と
い
う
世
間
の
人
情
に
隨
っ
て
表
し
た
に
す
ぎ
ぬ
。
疑

り
深
い
人
は
虛
無
の
心
を
い
だ
き
や
す
い
ゆ
え
、
間
に
合
わ
せ
に
名
目
を
立
て
た
の
だ
。
で
ま
か
せ
に
三
十
二
と
言
っ

た
だ
け
で
、
八
十
と
言
う
の
も
で
た
ら
め
で
あ
る
。
か
た
ち
あ
る
は
覺
者
の
身
體
で
は
な
い
、
か
た
ち
な
き
こ
そ
が
眞

の
す
が
た
で
あ
る
」
と
言
う
と
お
り
で
あ
る
。
き
み
た
ち
は
「
佛
陀
は
す
ば
ら
し
い
六
神
通
を
發
揮
な
さ
る
」
と
言
う
。

な
ら
ば
、
天
の
神
、
地
の
神
、
阿
修
羅
、
大
力
鬼
も
み
な
神
通
を
發
揮
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
佛
陀
と
い
う
こ
と
に
な

る
で
あ
ろ
う
か
？  

諸
君
！  

間
違
え
て
は
な
ら
ぬ
！  

阿
修
羅
は
帝
釋
天
と
戰
っ
て
敗
れ
る
や
、
八
萬
四
千
の
眷
屬
を

率
い
て
蓮
の
糸
の
中
に
隱
れ
た
と
い
う
が
、
こ
ん
な
の
を
聖
人
と
言
え
る
か
？
わ
た
し
が
い
ま
擧
げ
た
の
は
、
み
な
業

通
、
依
通
に
す
ぎ
な
い
。
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こ
の
時
代
に
「
佛
陀
は
わ
れ
わ
れ
と
同
じ
血
の
通
っ
た
人
間
で
あ
っ
て
、八
十
歲
で
死
ん
だ
人
で
あ
る
」
と
い
う
「
人
間
佛

陀
」
は
ま
っ
た
く
新
し
い
佛
陀
像
で
あ
っ
た
㉒
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
會
昌
の
廢
佛
の
徹
底
的
破
壞
を
目
睹
し
た
臨
濟
禪
師
の

感
慨
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

⑵
第
二
に
「
佛
陀
の
悟
り
の
境
涯
に
到
逹
す
る
に
は
、
多
く
の
修
行
の
階
梯
を
履
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
敎
學
の
修

道
論
で
あ
る
。

【
四
八
】
道
流
！ 

取
山
僧
見
處
，
坐
斷
報
化
佛
頭
。
十
地
滿
心
，
猶
如
客
作
兒
。
等
妙
二
覺
，
擔
枷
負
鎻
漢
。
羅
漢
、

辟
支
，
猶
如
廁
穢
。
菩
提
、
𣵀
槃
，
如
繫
驢
橛
。
何
以
如
此
？ 

秖
爲
衜
流
不
逹
三
祇
劫
空
，
所
以
有
此
障
礙
。
若
是
眞
正

衜
人
，
終
不
如
是
。
但
能
隨
緣
消
舊
業
，
任
運
著
衣
裳
，
要
行
卽
行
，
要
坐
卽
坐
，
無
一
念
心
希
求
佛
果
。
緣
何
如
此
？ 

古
人
云

：「
若
欲
作
業
求
佛
，
佛
是
生
死
大
兆
。」

諸
君
！ 

わ
た
し
の
見
か
た
に
よ
る
な
ら
ば
、
わ
た
し
は
報
身
佛
、
化
身
佛
の
頭
も
尻
に
敷
く
。
十
地
に
至
っ
た
菩
薩

は
小
作
奴
隷
、
等
覺
・
妙
覺
は
囚
わ
れ
の
罪
人
、
羅
漢
・
辟
支
佛
は
糞
尿
、
菩
提
・
𣵀
槃
は
驢
馬
を
繫
ぐ
杭
に
ほ
か
な

ら
ぬ
。
な
に
ゆ
え
か
く
申
す
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
ら
修
行
の
階
梯
が
空
名
に
す
ぎ
ぬ
こ
と
に
、
諸
君
が
逹
觀
で
き
な
い

障
害
が
あ
る
た
め
な
の
だ
。
ま
こ
と
の
正
し
き
衜
人
な
ら
ば
、
け
っ
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
た
だ
因
緣
の
ま
ま
に
宿
業

を
受
け
と
め
て
生
き
、
運
に
任
せ
て
身
に
合
っ
た
衣
裳
を
つ
け
、
行
こ
う
と
思
え
ば
行
き
、
坐
ろ
う
と
思
え
ば
坐
り
、

こ
と
さ
ら
悟
り
を
得
よ
う
な
ど
と
は
チ
ラ
リ
と
も
思
わ
ぬ
。
な
ぜ
か
？ 

古
人
の
言
う
と
お
り
、「
も
し
も
修
行
し
て
佛

に
な
り
た
い
な
ど
と
思
う
な
ら
ば
、
そ
の
と
き
佛
こ
そ
は
生
死
輪
廻
の
重
大
な
契
機
と
な
る
」
か
ら
な
の
だ
。
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佛
敎
學
が
構
想
し
た
巨
大
な
修
衜
體
系
が
す
べ
て
激
越
な
批
判
の
對
象
と
な
っ
て
い
る
。
臨
濟
が
こ
れ
に
對
し
て
「
隨
緣

任
運
」
と
い
う
禪
的
＝
老
莊
的
生
き
方
を
對
置
し
て
い
る
の
は
、
や
は
り
中
國
人
ら
し
い
主
張
で
あ
る
。

【
六
六
】
你
諸
方
言
衜

：「
有
修
有
證
。」
莫
錯
！ 

設
有
修
得
者
，
皆
是
生
死
業
。
你
言
六
度
萬
行
齊
修
，
我
見
皆
是
造

業
。
求
佛
求
法
卽
是
造
地
獄
業
，
求
菩
提
亦
是
造
業
，
看
經
看
敎
亦
是
造
業
。
佛
與
祖
師
是
無
事
人
。

諸
君
ら
の
と
こ
ろ
で
は
「
修
行
し
て
眞
理
を
悟
る
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
考
え
ち
が
い
を
し
て
は
な
ら
ぬ
。
た
と
い

そ
う
い
う
修
行
を
し
た
と
こ
ろ
で
、
み
な
生
死
輪
廻
の
業
と
な
る
の
み
だ
。
諸
君
ら
は
「
六
度
萬
行
の
す
べ
て
を
修
せ

ん
」
と
言
う
が
、
わ
た
し
か
ら
見
れ
ば
み
な
造
業
、
佛
を
求
め
法
を
求
め
る
の
は
地
獄
行
き
の
業
、
悟
り
を
求
め
る
の

も
造
業
、
經
典
を
讀
む
の
も
造
業
で
あ
る
。
佛
陀
と
祖
師
が
た
は
、
外
に
何
も
求
め
ず
、
爲
す
こ
と
の
な
い
無
事
の
人

で
あ
っ
た
。

【
六
八
】
衜
流
！ 

諸
方
說

：「
有
衜
可
修
，
有
法
可
證
。」
你
說
證
何
法
？ 

修
何
衜
？ 

你
今
用
處
欠
少
什
麽
物
？ 

修
補

何
處
？ 

後
生
小
阿
師
不
會
，
便
卽
信
者
般
野
狐
精
魅
，
許
他
說
事
，
繫
縛
他
人
，
言
衜

：「
理
行
相
應
，
護
惜
三
業
，
始

得
成
佛
。」
如
此
說
者
，
如
春
細
雨
。
古
人
云

：「
路
逢
修
衜
人
，
第
一
莫
向
衜
。」
所
以
言

：「
若
人
修
衜
衜
不
行
，
萬
般

邪
境
競
頭
生
。
智
劒
出
來
無
一
物
，
明
頭
未
顯
暗
頭
明
。」
所
以
古
人
云

：「
平
常
心
是
道
。」

諸
君
よ
！ 

き
み
た
ち
の
と
こ
ろ
で
は
「
修
す
べ
き
衜
が
あ
り
、
悟
る
べ
き
法
が
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
で
は
訊
く

が
、
い
っ
た
い
何
の
法
を
悟
り
、
何
の
衜
を
修
す
る
の
か
？ 

い
ま
こ
う
し
て
活
動
し
て
い
る
き
み
た
ち
に
、
い
っ
た
い
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何
が
缺
け
て
い
る
と
い
う
の
か
？ 

ど
こ
を
修
理
し
て
繕
お
う
と
い
う
の
か
？
新
米
の
坊
主
ど
も
は
こ
の
こ
と
が
わ
か

ら
ず
、
あ
あ
い
っ
た
狐
ツ
キ
の
輩
が
說
法
し
て
人
を
し
ば
り
つ
け
、「
敎
え
ら
れ
た
敎
理
ど
お
り
に
自
ら
修
行
し
、
心
口

意
の
三
業
の
清
淨
を
大
切
に
守
っ
て
、
始
め
て
成
佛
で
き
る
」
な
ど
と
言
う
の
に
丸
め
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

言
う
者
は
春
の
細
雨
の
ご
と
く
絕
え
な
い
。
古
人
は
言
う
、「
衜
を
修
し
て
い
る
人
に
出
逢
っ
た
ら
、
け
っ
し
て
話
し
か

け
て
は
な
ら
ぬ
」
と
。
ゆ
え
に
ま
た
、「
も
し
衜
を
修
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
衜
は
歩
け
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
邪
鬼
惡
魔
が

現
れ
て
妨
げ
る
の
だ
。
智
慧
の
劔
を
一
振
り
す
れ
ば
、
す
べ
て
消
え
失
せ
、
光
明
が
眞
っ
暗
に
、
暗
黒
が
明
る
い
」
と

言
わ
れ
る
。
ゆ
え
に
ま
た
古
人
は
言
う
、「
平
常
の
心
が
衜
で
あ
る
」
と
。

臨
濟
は
「
修
行
し
て
衜
（
眞
理
）
を
悟
る
の
で
は
な
い
」
と
言
う
。
な
ぜ
な
ら
、
理
想
と
す
る
佛
陀
と
祖
師
は
求
め
る
こ

と
の
な
い
無
事
の
人
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。「
修
行
し
て
佛
陀
に
な
る
の
で
は
な
い
。
今
の
諸
君
こ
そ
が
佛
陀
と
同
じ
な
の
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
に
信
じ
て
生
き
る
の
だ
」
と
。

【
五
七
】
問

：「
如
何
是
眞
正
見
解
？
」
師
云

：「
你
但
一
切
入
凡
入
聖
，
入
染
入
淨
，
入
諸
佛
國
土
，
入
彌
勒
樓
閣
，
入

毗
盧
遮
那
法
界
，
處
處
皆
見
國
土
成
住
壞
空
。
佛
出
于
世
，
轉
大
法
輪
，
卽
入
𣵀
槃
，
不
見
有
去
來
相
貌
。
求
其
生
死
，

了
不
可
得
。
便
入
無
生
法
界
，
處
處
遊
履
國
土
，
入
華
藏
世
界
，
盡
見
諸
法
空
相
，
皆
無
實
法
。
唯
有
聽
法
無
依
道
人
，

是
諸
佛
之
母
。
所
以
佛
從
無
依
生
。
若
悟
無
依
，
佛
亦
無
得
。
若
如
是
見
得
者
，
是
眞
正
見
解
。」

問
う
、「
正
し
い
考
え
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
」。
師
の
答
え
、「
諸
君
が
い
つ
も
の
よ
う
に
俗
人
の
世

界
に
入
り
、
佛
の
世
界
に
入
り
、
汚
れ
た
世
界
に
入
り
、
清
淨
な
世
界
に
入
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
佛
の
お
わ
す
世
界
に
入
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り
、
彌
勒
菩
薩
の
住
む
高
殿
に
入
り
、
毘
盧
遮
那
佛
の
光
明
世
界
に
入
っ
て
探
究
し
て
も
、
そ
こ
で
は
さ
ま
ざ
ま
の
世

界
が
成
立
し
、
持
續
し
、
壞
滅
し
、
空
無
と
な
る
こ
と
を
、
諸
君
の
心
が
現
出
し
た
だ
け
な
の
だ
。
た
と
え
ば
、『
佛
陀

は
こ
の
世
に
出
生
し
、
敎
え
を
說
き
、
𣵀
槃
に
入
ら
れ
た
』
と
言
う
が
、
そ
こ
に
佛
陀
そ
の
人
が
現
れ
、
去
っ
て
行
っ

た
本
當
の
姿
は
見
え
な
い
。
そ
こ
に
生
き
て
死
ん
だ
と
い
う
實
像
を
求
め
よ
う
と
し
て
も
、
つ
か
む
こ
と
は
で
き
ぬ
。

た
と
い
諸
君
が
不
生
不
死
の
眞
實
世
界
に
入
ら
ん
と
、
あ
ち
こ
ち
訪
ね
て
さ
ま
ざ
ま
な
佛
の
世
界
を
遍
歷
し
て
、
つ
い

に
蓮
華
藏
世
界
に
行
き
つ
い
た
と
し
て
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
〈
一
切
は
空
〉
で
あ
っ
て
、
實
體
が
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

た
だ
、
今
こ
こ
に
わ
が
面
前
で
說
法
を
聽
い
て
い
る
無
依
の
衜
人
だ
け
が
、
諸
佛
を
生
み
出
す
母
な
の
で
あ
る
。
ゆ
え

に
佛
は
そ
の
無
依
な
る
と
こ
ろ
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
。
も
し
無
依
と
い
う
こ
と
を
悟
っ
た
な
ら
ば
、
佛
す
ら
も
ま
た
外

か
ら
手
に
入
れ
る
も
の
で
は
な
く
な
る
。
か
く
の
ご
と
く
見
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
こ
れ
が
正
し
い
考
え
と
い
う
も

の
だ
。」

こ
こ
で
臨
濟
禪
師
は
「
眞
正
の
見
解
」
を
行
脚
僧
に
卽
し
て
述
べ
て
い
る
。
諸
方
を
行
脚
し
て
老
師
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
敎

え
を
受
け
て
そ
の
境
涯
を
探
究
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
み
な
言
語
に
よ
る
觀
念
の
世
界
に
過
ぎ
ず
、
今
わ
が
目
前
に
說
法
を
傾

聽
し
て
い
る
諸
君
ら
が
そ
の
觀
念
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
觀
念
が
空
な
る
も
の
と
わ
か
っ
た
と
き
、
外
に
佛
を
求

め
る
行
脚
の
必
要
は
な
く
な
る
。
そ
れ
が
「
無
依
の
道
人
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
自
覺
す
る
こ
と
が
「
眞
正
の
見
解
」
で
あ
る
、

と
。［

二
］「
人
惑
」
の
第
二
は
禪
宗
的
敎
條
で
あ
る

馬
祖
禪
の
「
性
在
作
用
」
と
い
う
佛
性
論
は
、佛
性
の
あ
り
か
を
身
體
動
作
に
よ
っ
て
示
す
方
法
で
あ
り
、眼
を
開
閉
し
た
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り
、
凝
視
し
た
り
、
身
體
を
振
わ
せ
た
り
、
指
さ
し
た
り
、
手
を
振
っ
た
り
、
拂
子
を
立
て
た
り
し
て
見
せ
る
。
ま
た
「
見

色
卽
是
見
心
」
と
い
う
悟
衜
論
は
、
そ
う
し
て
示
さ
れ
た
對
象
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
見
る
と
い
う
作
用
」
に
自
己
の
佛

性
を
發
見
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
單
純
明
快
な
手
法
は
、
そ
の
明
快
さ
に
よ
っ
て
當
初
、
衝
擊
を
も
っ
て
迎
え
ら

れ
た
が
、
單
純
で
あ
る
だ
け
に
、
模
倣
者
に
よ
っ
て
安
易
に
亂
用
さ
れ
、
禪
宗
社
會
の
大
衆
化
に
よ
っ
て
庸
俗
的
理
解
を
生

み
、
安
易
な
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
の
方
便
と
化
し
た
。
臨
濟
は
こ
う
し
た
方
便
を
用
い
る
老
師
や
修
行
者
を
「
老
禿
兵
」、「
野
狐

精
魅
」
と
大
い
に
罵
っ
て
い
る
。

【
四
九
】
大
德
！ 
且
要
平
常
，
莫
作
模
樣
！ 

有
一
般
不
識
好
惡
禿
兵
，
便
卽
見
神
見
鬼
，
指
東
劃
西
，
好
晴
好
雨
。
如

是
之
流
，
盡
須
抵
債
，
向
閻
老
前
吞
熱
鐵
丸
有
日
。
好
人
家
男
女
被
者
一
般
野
狐
精
魅
所
著
，
便
卽
揑
怪
。
瞎
屢
生
！ 

索

飯
錢
有
日
在
！

禪
師
が
た
よ
！ 

ま
づ
は
平
常
で
あ
れ
！ 

人
ま
ね
を
す
る
で
な
い
！ 

も
の
の
よ
し
あ
し
も
わ
き
ま
え
ぬ
ゴ
ロ
ツ
キ
坊

主
ど
も
は
、
狐
ツ
キ
を
や
っ
て
、
あ
ち
こ
ち
指
さ
し
た
り
、「
よ
き
晴
れ
か
な
」、「
よ
き
雨
か
な
」
な
ど
と
ほ
ざ
い
て
お

る
。
こ
い
つ
ら
こ
そ
借
金
を
償
う
た
め
に
、
死
ん
で
か
ら
閻
魔
王
の
前
に
引
き
出
さ
れ
、
燒
け
た
鐵
の
玉
を
吞
ま
さ
れ

る
日
が
く
る
。
き
み
た
ち
よ
い
と
こ
ろ
の
お
坊
ち
ゃ
ん
、
お
孃
ち
ゃ
ん
が
、
あ
ん
な
キ
ツ
ネ
つ
き
に
騙
さ
れ
て
奇
怪
な

ま
ね
を
す
る
と
は
！ 

ド
メ
ク
ラ
ど
も
！ 

飯
代
を
請
求
さ
れ
る
日
が
來
る
ぞ
！

【
七
二
】
衜
流
！ 

眞
佛
無
形
，
眞
法
無
相
。
你
秖
麽
幻
化
上
頭
作
模
作
樣
。
設
求
得
者
，
皆
是
野
狐
精
魅
，
傡
不
是
眞

佛
。
是
外
道
衜
見
解
。
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諸
君
！ 

眞
の
佛
は
す
が
た
を
持
た
ず
、眞
の
法
は
か
た
ち
が
な
い
。
し
か
る
に
き
み
た
ち
は
ひ
た
す
ら
現う
つ

身し
み

の
上
に

ワ
ン
パ
タ
ー
ン
の
ひ
と
ま
ね
ば
か
り
し
て
、
そ
れ
で
佛
や
法
を
求
め
得
た
と
思
っ
て
も
、
そ
ん
な
も
の
は
み
な
狐
に
化

か
さ
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
け
っ
し
て
眞
の
佛
で
は
な
い
。
外
衜
の
考
え
か
た
だ
。

【
七
三
】
有
一
般
不
識
好
惡
禿
奴
，
卽
指
東
劃
西
，
好
晴
好
雨
，
好
燈
籠
露
柱
。
你
看
！ 

眉
毛
有
幾
莖
？
「
者
箇
具
機

緣
！
」
學
人
不
會
，
便
卽
心
狂
。
如
是
之
流
，
總
是
野
狐
精
魅
魍
魎
，
被
他
好
學
人
嗌
嗌
微
笑
言

：「
瞎
老
禿
兵
！
惑
亂
他

天
下
人
！
」

ま
た
、
見
識
を
缺
く
ゴ
ロ
ツ
キ
坊
主
は
、
あ
ち
こ
ち
指
さ
し
て
、「
今
日
は
よ
い
天
氣
だ
」、「
よ
い
雨
だ
」
と
か
「
み

ご
と
な
燈
籠
だ
」、「
立
派
な
露
柱
だ
」
と
や
る
。
見
よ
！ 

眉
毛
が
拔
け
落
ち
て
お
る
ぞ
！
「
こ
れ
ぞ
す
ぐ
れ
た
接
化

だ
！
」
な
ど
と
、
修
行
者
は
て
ん
で
わ
か
ら
ず
、
そ
れ
に
惑
わ
さ
れ
て
舞
い
上
が
る
。
こ
う
い
っ
た
連
中
は
み
な
狐
ツ

キ
、
化
け
物
だ
。
ま
っ
と
う
な
修
行
者
に
は
あ
ざ
笑
わ
れ
て
、「
ド
メ
ク
ラ
の
ゴ
ロ
ツ
キ
坊
主
め
！ 

天
下
の
人
を
か
ど

わ
か
し
お
っ
て
！
」
と
や
ら
れ
る
。

【
七
五
】
如
諸
方
學
衜
流
，
未
有
不
依
物
出
來
底
，
山
僧
向
此
閒
從
頭
打

：

手
上
出
來
手
上
打
，
口
裏
出
來
口
裏
打
，
眼

裏
出
來
眼
裏
打
。
未
見
有
一
箇
獨
脫
出
來
底
，
皆
是
上
他
古
人
閑
機
境
。
山
僧
無
一
法
與
人
，
秖
是
治
病
解
縛
。
你
諸
方

衜
流
！ 

試
不
依
物
出
來
！ 

我
要
共
你
商
量
。
十
年
五
載
，
傡
無
一
人
，
皆
是
依
草
附
葉
、
竹
木
精
靈
、
野
孤
精
魅
，
向

一
切
糞
塊
上
亂
咬
。
瞎
漢
！ 

枉
消
他
十
方
信
施
。
衜

：「
我
是
出
家
兒
。」
作
如
是
見
解
。
向
你
衜

：

無
佛
無
法
，無
修
無

證
。
秖
與
麽
傍
家
擬
求
什
麽
物
？ 

瞎
漢
！ 

頭
上
安
頭
！ 

是
你
欠
少
箇
什
麼
！
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よ
そ
か
ら
こ
こ
へ
や
っ
て
來
る
行
脚
僧
は
、
ど
い
つ
も
こ
い
つ
も
何
か
に
依
存
し
て
出
て
來
る
や
つ
ば
か
り
だ
。
わ

た
し
が
こ
こ
で
片
っ
端
か
ら
始
末
し
て
や
る
。
手
振
り
で
來
る
や
つ
に
は
手
振
り
を
始
末
す
る
。
口
で
來
る
や
つ
に
は

口
を
始
末
す
る
。
眼
で
來
る
や
つ
に
は
眼
を
始
末
す
る
。
そ
う
い
う
も
の
か
ら
脫
出
し
て
、
わ
た
し
の
前
に
出
て
來
る

や
つ
は
一
人
も
お
ら
ぬ
。
み
な
古
人
の
手
管
に
惑
わ
さ
れ
て
お
る
の
だ
。
わ
た
し
が
諸
君
に
與
え
る
も
の
は
何
も
な
い
。

た
だ
諸
君
の
病
を
癒
し
、自
繩
自
縛
を
解
い
て
や
る
だ
け
だ
。
よ
そ
か
ら
行
脚
に
來
た
諸
君
！ 

何
物
に
も
依
存
し
な
い

で
出
て
來
て
み
よ
！ 

わ
た
し
は
き
み
た
ち
と
と
も
に
問
題
を
突
き
詰
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
五
年
十
年
こ
の
か

た
、
相
手
に
な
る
者
は
ひ
と
り
も
お
ら
ぬ
。
み
な
草
葉
に
依
り
つ
い
た
亡
靈
や
ら
竹
木
の
妖
怪
や
ら
狐
の
化
け
物
や
ら

で
あ
っ
て
、他
人
の
野
糞
に
よ
っ
て
た
か
っ
て
喰
ら
い
つ
い
て
お
る
の
だ
。
ド
メ
ク
ラ
ど
も
！ 

多
く
の
信
者
か
ら
施
し

を
受
け
な
が
ら
、
報
い
る
こ
と
も
で
き
ず
、「
わ
た
く
し
は
出
家
人
で
す
か
ら
」
な
ど
と
言
っ
て
、
當
然
だ
と
い
う
料
簡

で
い
る
。
き
み
た
ち
に
言
お
う
、
他
に
求
む
べ
き
佛
も
な
け
れ
ば
法
も
な
い
。
修
行
を
し
て
得
べ
き
悟
り
な
ど
な
い
の

だ
。
そ
れ
な
の
に
叢
林
を
軒
な
み
に
訪
ね
ま
わ
っ
て
、
何
を
求
め
て
お
る
の
だ
？ 

ド
メ
ク
ラ
ど
も
！ 

自
分
の
頭
の
上

に
も
う
ひ
と
つ
頭
を
の
っ
け
る
の
か
！ 
き
み
た
ち
自
身
に
い
っ
た
い
何
が
缺
け
て
い
る
と
い
う
の
か
！

こ
こ
に
「
模
樣
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、「
如い

何か

ん
が
是
れ
佛
法
の
大
意
？
」（
佛
と
は
何
か
？
）、「
如い

何か

ん
が
是
れ
祖
師
西

來
の
意
？
」（
禪
と
は
何
か
？
）
と
問
わ
れ
て
、「
自
己
で
あ
る
」
こ
と
を
示
す
の
に
、
馬
祖
禪
の
「
性
在
作
用
」
說
の
身
體
動

作
の
パ
タ
ー
ン
で
應
じ
る
や
り
か
た
で
あ
る
。
臨
濟
は
こ
れ
を
批
判
し
て
「
古
人
の
閑
機
境
に
上
る
」
と
も
言
う
。「
指
東
劃

西
，
好
晴
好
雨
，
好
燈
籠
露
柱
」
も
、
外
境
を
指
し
示
し
て
、
物
を
見
る
自
己
の
作
用
が
佛
性
の
は
た
ら
き
な
る
こ
と
に
目

覺
め
さ
せ
る
接
化
の
手
段
で
あ
り
、
當
時
は
馬
祖
の
弟
子
の
潙
山
靈
祐
が
用
い
た
「
見
色
卽
是
見
心
」
の
具
體
的
手
段
と
し

て
廣
く
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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［
三
］「
禪
宗
の
見
解
」

以
上
の
二
種
の
「
人
惑
」
に
對
し
て
、
臨
濟
は
「
眞
正
の
見
解
」、「
禪
宗
の
見
解
」
と
い
う
立
場
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

【
五
二
】
夫
出
家
者
，
須
辨
得
平
常
眞
正
見
解
，
辨
佛
辨
魔
，
辨
眞
辨
僞
，
辨
凡
辨
聖
。
若
如
是
辨
得
，
名
眞
出
家
。
若

魔
佛
不
辨
，
正
是
出
一
家
，
入
一
家
，
喚
作
造
業
衆
生
，
未
得
名
爲
眞
出
家
。
秖
如
今
有
一
箇
佛
魔
，
同
體
不
分
，
如
水

乳
合
，
鵝
王
喫
乳
。
如
明
眼
衜
流
，
魔
佛
俱
打
。〈
你
若
愛
聖
憎
凡
，
生
死
海
裏
浮
沈
。〉

出
家
者
と
い
う
も
の
は
、
平
常
で
正
し
い
考
え
か
た
を
よ
く
見
分
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
す
な
わ
ち
何
が
佛
で
何
が
魔
で

あ
る
の
か
、
何
が
本
物
で
何
が
僞
物
で
あ
る
の
か
、
何
が
俗
で
何
が
聖
で
あ
る
の
か
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
を
よ
く
見
分
け

る
こ
と
が
で
き
て
こ
そ
、
本
物
の
出
家
と
言
え
る
の
だ
。
魔
と
佛
さ
え
も
見
分
け
ら
れ
な
い
な
ら
、
家
を
出
た
り
入
っ

た
り
す
る
だ
け
の
、
い
わ
ば
地
獄
行
き
の
衆
生
で
あ
っ
て
、
本
物
の
出
家
と
は
言
え
な
い
。
た
だ
し
、
た
と
え
ば
佛
魔

な
る
も
の
が
あ
っ
て
、
佛
と
魔
が
水
と
乳
の
溶
け
合
っ
た
ご
と
く
に
一
體
不
分
で
あ
っ
た
と
し
よ
う
。
鵝
王
な
ら
ば
乳

だ
け
を
飲
む
。
し
か
し
衜
眼
を
具
え
た
禪
僧
な
ら
ば
、魔
も
佛
も
と
も
に
打
ち
の
め
す
の
だ
。〈
き
み
が
も
し
聖
を
慕
っ

て
俗
を
憎
む
な
ら
、
煩
惱
の
海
に
浮
き
沈
み
を
く
り
か
え
す
ほ
か
な
い
〉。

「
眞
の
出
家
」
は
佛
と
魔
、
眞
と
僞
、
凡
と
聖
を
區
別
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
が
、
し
か
し
「
明
眼
の
衜
流
」
す
な
わ
ち
禪
僧

は
そ
の
區
別
の
價
値
意
識
そ
の
も
の
を
打
破
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
敎
家
と
區
別
さ
れ
る
禪
家
の
特
徵
が
表
れ
て
い
る
。

【
五
三
】
問

：「
如
何
是
佛
魔
？
」
師
云

：「
你
一
念
心
疑
處
是
佛
魔
。
你
若
逹
得
萬
法
無
生
，
心
如
幻
化
，
更
無
一
塵
一
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法
，
處
處
清
淨
，
卽
無
佛
魔
。
佛
與
衆
生
是
染
淨
二
境
。
約
山
僧
見
處
。
無
佛
無
衆
生
，
無
古
無
今
。
得
者
便
得
，
不
歷

時
節
；
無
修
無
證
，
無
得
無
失
。
一
切
時
中
，
更
無
別
法
。〈
設
有
一
法
過
此
者
，
我
說
如
夢
如
化
。〉
山
僧
所
說
皆
是
。」

問
う
、「
佛
魔
と
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
？
」
師
は
答
う
、「
き
み
の
不
信
の
念
が
佛
魔
だ
。
き
み
が
も
し
、
あ
ら
ゆ

る
も
の
は
空く

う

、
心
も
幻
ま
ぼ
ろ
し、
何
物
も
實
體
と
し
て
存
在
せ
ず
、
世
界
は
カ
ラ
リ
と
清
淨
な
の
だ
と
わ
か
っ
た
と
き
、
佛
魔

は
い
な
い
。
佛
と
衆
生
は
一
方
は
清
淨
、
他
方
は
汚
染
の
境
涯
と
さ
れ
て
い
る
が
、
わ
た
し
の
見
か
た
で
は
、
佛
と
衆

生
の
区
別
は
な
く
、
古
え
も
今
も
な
い
。
得
て
い
る
者
は
始
め
か
ら
得
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
年
月
を
か
け
て
得
た
の

で
は
な
い
。
修
行
も
い
ら
ね
ば
、
悟
り
も
な
い
。
新
た
に
何
か
を
得
た
わ
け
で
も
、
失
っ
た
り
も
し
な
い
。
わ
た
し
の

見
か
た
は
い
つ
で
も
こ
う
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
以
外
の
も
の
は
な
い
。〈
た
と
い
こ
れ
に
勝
る
見
か
た
が
あ
ろ
う
と
、そ

ん
な
も
の
は
夢
ま
ぼ
ろ
し
に
過
ぎ
ぬ
〉。
わ
た
し
の
言
い
た
い
こ
と
は
、
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
。」

【
五
五
】
衜
流
！ 

大
丈
夫
兒
！ 
今
日
方
知
本
來
無
事
，
秖
爲
你
信
不
及
，
念
念
馳
求
，
捨
頭
覓
頭
，
自
不
能
歇
。
如
圓

頓
菩
薩
，
入
法
界
，
現
身
向
淨
土
中
，
厭
凡
忻
聖
。
如
此
之
流
，
取
捨
未
忘
，
染
淨
心
在
。
如
禪
宗
見
解
，
又
且
不
然
。

直
是
見
今
，
更
無
時
節
。
山
僧
說
處
，
皆
是
一
期
藥
病
相
治
，
總
無
實
法
。
若
如
是
見
得
，
是
眞
出
家
，
日
銷
萬
兩
黃
金
。

諸
君
！ 

大
丈
夫
の
漢
よ
！ 

き
み
た
ち
は
今
日
に
し
て
始
め
て
知
っ
た
の
だ
、
本
來
無
事
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

た
だ
そ
の
こ
と
を
信
じ
き
れ
ぬ
た
め
に
、
絕
え
ず
外
に
求
め
ま
わ
っ
て
、
今
の
自
己
を
な
い
が
し
ろ
に
し
、
外
に
自
己

を
搜
す
愚
を
や
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
。
最
高
位
の
圓
頓
の
菩
薩
す
ら
、
俗
を
嫌
っ
て
聖
を
慕
い
、
淨
土
の
世
界
に

生
ま
れ
か
わ
ろ
う
と
願
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
連
中
は
分
別
取
捨
の
意
識
が
拂
拭
で
き
ず
、
清
淨
と
汚
染
の
分
別
に
執
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わ
れ
た
心
が
な
お
殘
存
し
て
い
る
の
だ
。
わ
が
禪
宗
の
考
え
か
た
は
、
ま
っ
た
く
異
な
る
。
無
條
件
に
現
在
だ
け
を
問

題
に
し
て
、
無
限
の
修
行
の
果
て
に
時
節
因
緣
が
熟
し
て
か
ら
成
佛
す
る
な
ど
と
は
言
わ
ぬ
。
た
だ
し
わ
た
し
の
說
法

は
、
た
だ
凡
聖
の
執
著
に
對
す
る
一
時
の
對
症
療
法
な
の
で
あ
っ
て
、
け
っ
し
て
固
定
し
て
受
け
取
る
べ
き
も
の
で
は

な
い
。
こ
の
よ
う
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
眞
の
出
家
者
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
〈
日ひ

び

に
萬
兩
の
黃
金
の
供
養
さ
え

受
け
て
よ
い
〉
の
だ
。

「
圓
頓
菩
薩
」
は
佛
敎
敎
學
で
は
修
行
階
梯
の
最
高
位
に
至
っ
た
菩
薩
で
あ
る
が
、そ
れ
で
さ
え
な
お
分
別
心
に
執
わ
れ
て

い
る
と
斷
じ
、「
禪
宗
の
見
解
」
は
聖
意
識
（
俗
よ
り
修
行
の
階
梯
を
履
ん
で
聖
位
に
至
る
）
を
拂
拭
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と

を
宣
言
し
て
い
る
。
こ
れ
が
唐
代
禪
宗
の
重
要
な
特
徵
で
あ
り
、臨
濟
禪
師
の
思
想
の
核
心
で
も
あ
る
。「
外
に
凡
聖
を
取
ら

ず
、
內
に
根
本
に
住
さ
ず
」（
外
な
る
聖
［
佛
］
を
求
め
な
い
、
か
と
い
っ
て
內
面
［
心
＝
佛
性
］
に
も
安
住
し
な
い
）、「
心
外

に
法
無
し
、
內
も
亦
た
得
べ
か
ら
ず
」（
心
以
外
に
法
は
な
い
、
し
か
し
そ
の
心
も
實
體
は
な
い
）
は
臨
濟
禪
師
の
思
想
的
立
場

の
表
明
と
し
て
重
要
か
つ
有
名
で
あ
る
㉓
。
人
は
聖
な
る
も
の
へ
の
や
み
が
た
い
希
求
が
あ
る
が
、
そ
れ
の
持
つ
魅
力
は
必

然
的
に
人
を
虜と

り
こに
し
屈
服
さ
せ
る
魔
力
を
持
ち
、
元
來
そ
な
え
て
い
た
人
を
淨
化
さ
せ
る
力
が
却
っ
て
人
の
自
由
を
束
縛
す

る
も
の
へ
と
轉
化
す
る
。
臨
濟
は
こ
れ
を
「
佛
魔
」
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
有
名
な
上
堂
で
臨
濟
自
身
が
使
っ
た
「
一
無
位
の

眞
人
」
も
ま
さ
し
く
そ
れ
で
あ
っ
た
。

【
一
〇
】
上
堂
云

：「
赤
肉
團
上
有
一
無
位
眞
人
，常
從
汝
等
諸
人
面
門
出
入
。
未
證
據
者
看
看
！
」
時
有
僧
出
問

：「
如

何
是
無
位
眞
人
？
」
師
下
禪
牀
把
住
云

：「
道
！ 

道
！
」
僧
擬
議
，師
拓
開
云

：「
無
位
眞
人
是
什
麼
乾
屎
橛
！
」
便
歸
方

丈
。
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上
堂
し
て
言
っ
た
、「
さ
あ
！ 

諸
君
ら
の
肉
體
に
ひ
と
り
の
位
階
な
き
眞
人
が
い
て
、
諸
君
ら
の
顏
面
か
ら
い
つ
も

出
入
り
し
て
い
る
ぞ
！ 

そ
れ
を
確
か
め
て
お
ら
ぬ
者
は
、
と
く
と
見
よ
！
」
す
る
と
、
僧
が
前
に
出
て
問
う
た
、「
そ

の
位
階
な
き
眞
人
と
は
何
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
？
」
師
は
す
ぐ
さ
ま
禪
牀
を
降
り
來
っ
て
、
僧
の
首
を
捕
ま
え
て
言
っ

た
、「
さ
あ
言
え
！ 

言
え
！
」
僧
は
な
に
や
ら
言
わ
ん
と
し
た
。
師
は
突
き
放
し
て
、「
位
階
な
き
眞
人
が
何
た
る
糞
棒

か
！
」
と
言
っ
て
、
方
丈
へ
歸
っ
て
し
ま
っ
た
。

〈
一
無
位
の
眞
人
〉
が
顏
面
（「
面
門
」）
か
ら
出
入
り
し
て
い
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
？ 

人
間
の
見
聞
覺
知
の
感
覺
作

用
を
「
顏
面
か
ら
〈
六
す
じ
の
神
光
〉
が
光
を
放
つ
」（
示
衆
）
と
譬
喩
表
現
を
し
、
こ
れ
を
「
無
位
の
眞
人
が
出
入
り
し
て

い
る
」
と
擬
人
化
し
た
の
で
あ
る
。「
眞
人
」
と
は
衜
家
で
用
い
ら
れ
た
衜
の
體
得
者
（『
莊
子
』
大
宗
師
篇
）
で
、
魏
晉
南

北
朝
時
代
の
漢
譯
佛
典
で
は
阿
羅
漢
（
修
行
の
最
高
位
に
逹
し
た
人
）
を
言
う
が
、「
無
位
」
を
冠
し
て
い
る
か
ら
、
も
は
や

そ
れ
ら
と
は
異
な
っ
て
、
地
位
・
位
階
の
價
値
枠
に
收
ま
ら
な
い
も
の
の
形
象
化
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
が
生
身
の
人
間
そ

の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
古
い
傳
承
の
『
宗
鏡
錄
』（
卷
九
八
）、『
祖
堂
集
』（
卷
一
九
）
が
「
五
蘊
身
田
內
に
無
位
の
眞
人
有

り
て
堂
堂
と
顯
露
し
、
毫
髮
許ば

か

り
の
間へ
だ
て隔
も
無
し
」（
肉
體
の
中
か
ら
は
っ
き
り
と
〈
無
位
の
眞
人
〉
が
現
れ
出
て
い
る
、
し
か

も
そ
の
〈
無
位
の
眞
人
〉
は
肉
體
と
は
毛
一
筋
も
隔
た
り
が
な
い
）
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。「
赤
肉
團
上

に
一
無
位
の
眞
人
有
り
」、「
五
蘊
身
田
內
に
無
位
の
眞
人
有
り
」
な
ど
と
、「
赤
肉
團
」、「
五
蘊
身
田
」
と
「
無
位
の
眞
人
」

を
別
の
よ
う
に
言
っ
て
は
い
る
が
、「
無
位
の
眞
人
」
と
は
生
き
生
き
と
活
動
す
る
生
身
の
人
間
の
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

生
身
の
人
間
の
ほ
か
に
超
越
的
な
實
體
を
認
め
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
赤
肉
團
上
有
一
無
位
眞
人
，
常

從
汝
等
諸
人
面
門
出
入
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
容
易
に
「
超
越
的
な
る
も
の
の
存
在
」
を
想
像
さ
せ
て
し
て
し
ま
い
や
す
い
。

「
眞
人
」
の
語
は
道
敎
に
お
け
る
衜
の
體
得
者
（
仙
人
）
で
も
あ
る
。
果
し
て
こ
の
上
堂
に
お
い
て
も
、「
未
だ
證
據
せ
ざ
る
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者
は
看
よ
看
よ
！
」
と
言
う
と
、
さ
っ
そ
く
僧
が
「
如
何
な
る
か
是
れ
無
位
の
眞
人
？
」
と
問
う
た
。
臨
濟
禪
師
は
た
だ
ち

に
禪
牀
を
お
り
て
、
僧
を
捕
ま
え
、「
道
え
、
道
え
！
」（
こ
の
お
前
こ
そ
が
〈
無
位
の
眞
人
〉
な
の
だ
。
問
う
の
で
な
く
、
み
づ

か
ら
〈
無
位
の
眞
人
〉
た
る
と
こ
ろ
を
言
え
！
）。
僧
が
何
や
ら
も
ぐ
も
ぐ
す
る
や
、
臨
濟
は
突
き
放
し
て
、「〈
無
位
の
眞
人
〉

が
な
ん
た
る
糞
棒
か
！
」
と
言
い
捨
て
て
、
方
丈
へ
歸
っ
て
し
ま
っ
た
。
格
調
高
く
切
り
出
さ
れ
た
「
無
位
の
眞
人
」
の
說

法
は
、
失
敗
に
終
わ
り
、
臨
濟
禪
師
は
〈
無
位
の
眞
人
〉
の
揚
言
を
悔
い
つ
つ
、
不
機
嫌
に
方
丈
へ
引
き
あ
げ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
以
後
、
か
れ
は
二
度
と
こ
の
語
を
使
わ
な
か
っ
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
誤
解
を
恐
れ
た
た
め
で
あ
る
。
福
建
に
い

た
雪
峯
義
存
（
八
二
二
～
九
〇
八
）
は
こ
の
話
を
傳
聞
し
て
「
林
際
は
大
い
に
白
拈
賊
に
似
た
り
！
」
と
舌
を
卷
い
た
と
い
う

（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
二
。『
祖
堂
集
』
卷
一
九
で
は
「
林
際
は
大
い
に
好
手
に
似
た
り
！
」）。「
白
拈
賊
」
と
は
痕
跡
を
の
こ
さ

ぬ
大
膽
な
白
晝
強
盜
を
い
う
。
そ
れ
は
「
無
位
の
眞
人
」
と
言
っ
て
、
そ
れ
が
僧
に
誤
解
さ
れ
る
や
、
た
だ
ち
に
「
乾
屎
橛
」

に
轉
化
し
て
僧
を
惡
罵
し
た
、
臨
濟
の
電
光
石
火
の
手
腕
を
讚
え
た
感
歎
の
語
で
あ
る
。
同
時
代
の
雪
峯
も
唐
末
の
禪
宗
大

衆
化
の
な
か
に
あ
っ
て
馬
祖
禪
の
庸
俗
的
理
解
を
い
か
に
克
服
す
る
か
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い
た
の
で
、
臨
濟
の
「
無
位

の
眞
人
」
の
上
堂
の
問
題
點
を
た
だ
ち
に
認
識
し
、
同
時
に
臨
濟
に
深
い
敬
意
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
上
堂
は
そ
の
結

末
と
雪
峯
の
評
語
全
體
か
ら
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
こ
に
は
唐
代
禪
學
と
臨
濟
禪
師
の
思
想
に
か
か
わ

る
重
要
な
問
題
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

五
．
言
葉

印
度
か
ら
西
域
を
經
て
中
國
に
傳
わ
っ
た
佛
敎
は
、
人
間
を
苦
か
ら
解
放
す
る
解
脫
の
宗
敎
で
あ
る
反
面
、
一
方
で
地
獄
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と
い
う
巨
大
な
暴
力
裝
置
を
造
り
出
し
、
ひ
と
び
と
を
「
益ま
す

ま
す
懼お
そ

れ
て
法
を
奉
ず
」（『
冥
祥
記
』
馬
虔
伯
）
と
い
う
狀
態
に

陷
れ
た
。
臨
濟
禪
師
の
「
示
衆
」
に
は
、
こ
う
し
た
中
世
的
迷
信
を
脫
し
た
、
い
か
に
も
近
世
人
ら
し
い
考
え
か
た
が
躍
動

し
て
い
る
。

【
七
二
】
衜
流
！ 

眞
佛
無
形
，
眞
法
無
相
。
你
秖
麽
幻
化
上
頭
作
模
作
樣
。
設
求
得
者
，
皆
是
野
狐
精
魅
，
傡
不
是
眞

佛
。
是
外
道
見
解
。
夫
如
眞
學
衜
人
傡
不
取
佛
，
不
取
菩
薩
羅
漢
，
不
取
三
界
殊
勝
，
逈
然
獨
脫
，
不
與
物
拘
，〈
乾
坤

倒
覆
，
我
更
不
疑
。〉
十
方
諸
佛
現
前
，
無
一
念
心
喜
；
三
塗
地
獄
頓
現
，
無
一
念
心
怖
。
緣
何
如
此
？ 

我
見
諸
法
空
相
，

變
卽
有
，
不
變
卽
無
。〈
三
界
唯
心
，
萬
法
唯
識
。〉
所
以
〈
夢
幻
空
花
，
何
勞
把
捉
？
〉
唯
有
衜
流
目
前
現
今
聽
法
底
人
，

入
火
不
燒
，
入
水
不
溺
。
入
三
塗
地
獄
，
如
遊
園
觀
。
入
餓
鬼
畜
生
而
不
受
報
。
緣
何
如
此
？ 

無
嫌
底
法
。〈
你
若
愛
聖

憎
凡
，
生
死
海
裏
沈
浮
。
煩
惱
由
心
故
有
，
無
心
煩
惱
何
拘
？ 

不
勞
分
別
取
相
，
自
然
得
道
須
臾
。〉
你
擬
傍
家
波
波
地

學
得
，
於
三
祇
劫
中
終
歸
生
死
。
不
如
無
事
，
向
叢
林
中
牀
角
頭
交
脚
坐
。

諸
君
！ 

眞
の
佛
は
す
が
た
を
持
た
ず
、眞
の
法
は
か
た
ち
が
な
い
。
し
か
る
に
き
み
た
ち
は
ひ
た
す
ら
現う
つ

身し
み

の
上
に

ひ
と
ま
ね
ば
か
り
し
て
、
そ
れ
で
佛
や
法
を
求
め
得
た
と
思
っ
て
も
、
そ
ん
な
も
の
は
み
な
狐
に
化
か
さ
れ
た
に
過
ぎ

ず
、
け
っ
し
て
眞
の
佛
で
は
な
い
。
外
衜
の
考
え
か
た
だ
。
ほ
ん
も
の
の
修
行
人
は
、
け
っ
し
て
佛
と
な
ら
ん
こ
と
を

求
め
ず
、
菩
薩
・
羅
漢
と
な
ら
ん
こ
と
を
求
め
ず
、
解
脫
し
よ
う
と
求
め
た
り
せ
ず
と
も
、
超
然
と
し
て
三
界
を
脫
け

出
て
、
何
物
に
も
拘
束
さ
れ
ぬ
。
こ
の
こ
と
を
、〈
た
と
い
天
地
が
ひ
っ
く
り
﨤
ろ
う
と
も
、
わ
た
し
は
絕
え
て
疑
わ

ぬ
〉。
臨
終
の
と
き
に
な
っ
て
、
た
と
い
お
迎
え
の
佛
た
ち
が
目
の
前
に
現
れ
よ
う
と
も
、
微
塵
も
あ
り
が
た
い
と
は
思

わ
ず
、
三
途
地
獄
が
い
き
な
り
現
れ
よ
う
と
も
、
少
し
も
恐
し
い
と
は
思
わ
ぬ
。
な
ぜ
か
？ 

あ
ら
ゆ
る
も
の
は
本
來
空
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な
の
で
あ
っ
て
、
因
緣
に
よ
っ
て
現
れ
も
す
れ
ば
消
え
も
す
る
に
過
ぎ
ず
、〈
三
界
は
心
の
現
出
、
萬
物
は
意
識
の
産

出
〉
な
る
こ
と
が
、
わ
た
し
に
は
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
ゆ
え
に
〈
夢ゆ

め

幻ま
ぼ
ろ
し、
空
に
現
れ
る
幻
影
は
、
把
も
う
と
し
て

も
無
駄
な
こ
と
〉
と
言
わ
れ
る
。
た
だ
諸
君
と
い
う
、
わ
が
目
前
で
い
ま
說
法
に
聽
き
入
っ
て
い
る
人
こ
そ
は
、
火
に

入
っ
て
も
燒
け
ず
、
水
に
入
っ
て
も
溺
れ
ず
、
地
獄
に
入
っ
て
も
花
園
に
遊
ぶ
が
ご
と
く
、
餓
鬼
衜
・
畜
生
衜
に
入
っ

て
も
苦
し
み
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
。
な
に
ゆ
え
か
？ 

厭
う
べ
き
法
と
い
う
も
の
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。〈
き
み
た
ち

が
聖
を
慕
っ
て
俗
を
憎
む
な
ら
、
煩
惱
の
海
に
浮
き
沈
み
を
く
り
か
え
す
ほ
か
は
な
い
。
煩
惱
は
心
に
よ
っ
て
起
こ
る

も
の
、
外
に
求
め
る
心
が
無
く
な
れ
ば
、
き
み
た
ち
を
拘
束
す
る
煩
惱
は
起
こ
ら
ぬ
。
わ
ざ
わ
ざ
分
別
を
は
た
ら
か
せ

て
虛
妄
の
相
を
求
め
な
け
れ
ば
、立
ち
ど
こ
ろ
に
お
の
づ
か
ら
衜
を
得
る
の
だ
〉。
き
み
た
ち
は
あ
た
ふ
た
と
軒
な
み
に

訊
ね
ま
わ
っ
て
學
ぼ
う
と
し
て
い
る
が
、
長
い
長
い
修
行
の
階
梯
を
歩
ん
で
も
、
結
局
は
迷
い
の
世
界
を
出
る
こ
と
は

で
き
ぬ
。
そ
れ
よ
り
も
無
事
な
る
こ
と
を
心
得
て
、
衜
場
で
禪
牀
に
脚
を
組
ん
で
坐
っ
て
い
る
ほ
う
が
ま
し
と
い
う
も

の
だ
。

「
三
途
地
獄
」
も
「
極
樂
淨
土
」
も
「
佛
」
も
「
解
脫
」
も
す
べ
て
は
觀
念
（
佛
敎
敎
學
の
術
語
）
に
過
ぎ
ず
、
こ
う
い
う
空

な
る
觀
念
に
惑
わ
さ
れ
ず
、「
無
事
」
で
い
る
の
が
い
ち
ば
ん
よ
い
。
人
は
こ
う
し
た
觀
念
に
よ
っ
て
最
も
騙
さ
れ
や
す
い
の

で
あ
る
。
觀
念
は
言
葉
に
よ
っ
て
表
出
さ
れ
る
。
言
葉
と
は
い
か
な
る
も
の
か
？

【
八
四
】
大
德
！ 

你
莫
認
衣
。
衣
不
能
動
，
人
能
著
衣
。
有
箇
清
淨
衣
，
有
箇
無
生
衣
，
菩
提
衣
、
𣵀
槃
衣
，
有
祖
衣
，

有
佛
衣
。
大
德
！ 

但
有
聲
名
文
句
，
皆
悉
是
衣
變
。〈
從
臍
輪
氣
海
中
鼓
激
，
牙
齒
敲
磕
，
成
其
句
義
。〉
明
知
是
幻
化
。

大
德
！ 〈
外
發
聲
語
業
，
內
表
心
所
法
〉，
以
思
有
念
，
皆
悉
是
衣
。
你
秖
麽
認
他
著
底
衣
爲
實
解
，
縱
經
塵
劫
，
秖
是
衣
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通
。
三
界
循
還
，
輪
迴
生
死
，
不
如
無
事
。〈
相
逢
不
相
識
，
共
語
不
知
名
。〉

禪
師
が
た
よ
！ 

著
け
て
い
る
衣
裳
に
執
わ
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
衣
裳
が
人
を
動
か
す
の
で
は
な
い
。
人
が
衣
裳
を
著
け

て
い
る
の
だ
。
清
淨
と
い
う
衣
裳
、
不
生
不
滅
と
い
う
衣
裳
、
菩
提
と
い
う
衣
裳
、
𣵀
槃
と
い
う
衣
裳
、
祖
師
と
い
う

衣
裳
、
佛
陀
と
い
う
衣
裳
な
ど
、
何
で
も
あ
る
。
禪
師
が
た
よ
！ 

こ
う
い
っ
た
す
べ
て
の
言
葉
は
、
み
な
衣
裳
の
變
奏

に
す
ぎ
な
い
。
言
葉
と
い
う
も
の
は
、〈
風
ガ
臍
ノ
輪
ノ
氣
海
ヨ
リ
出
テ
、
齒
デ
カ
チ
カ
チ
ヤ
ッ
テ
、
意
味
ト
ナ
ッ
タ
〉

に
す
ぎ
ず
、
明
ら
か
に
實
體
な
き
幻
で
あ
る
。
禪
師
が
た
よ
！ 

〈
音
聲
を
も
っ
て
語
業
を
外
に
發
す
る
こ
と
に
よ
り
、

內
な
る
心
の
思
い
を
表
現
す
る
〉
と
言
う
よ
う
に
、
心
に
思
う
こ
と
に
よ
っ
て
觀
念
が
生
ま
れ
る
。
そ
れ
が
言
葉
に
な

る
の
で
あ
る
か
ら
、み
な
衣
裳
で
あ
る
。
諸
君
は
ひ
た
す
ら
衣
裳
に
執
わ
れ
て
實
體
が
あ
る
と
思
い
込
ん
で
い
る
の
だ
。

こ
ん
な
こ
と
で
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
衣
裳
の
專
門
家
に
な
る
に
す
ぎ
ず
、
三
界
を
ぐ
る
ぐ
る
ま
わ
っ
て
輪
廻
轉
生
を

く
り
か
え
す
だ
け
だ
。
外
に
求
め
ぬ
無
事
が
い
ち
ば
ん
よ
い
。〈
出
逢
っ
て
も
誰
だ
か
わ
か
ら
ぬ
、言
葉
を
交
わ
し
て
も

名
前
も
知
ら
ぬ
〉、
そ
れ
で
よ
い
の
だ
。

言
葉
は
風
で
あ
る
。
言
葉
が
紡
ぎ
出
す
觀
念
は
空
な
る
幻
に
過
ぎ
な
い
。
人
間
が
も
っ
と
も
執
わ
れ
や
す
い
も
の
が
言
葉

に
よ
っ
て
紡
ぎ
出
さ
れ
る
觀
念
で
あ
る
。
む
ろ
ん
あ
ら
ゆ
る
觀
念
を
信
ず
る
な
と
言
う
の
で
は
な
い
。
人
間
が
も
っ
と
も
執

わ
れ
や
す
い
、
信
じ
込
み
や
す
い
觀
念
と
は
、「
菩
提
」、「
𣵀
槃
」、「
祖
師
」、「
佛
陀
」
等
の
聖
な
る
觀
念
・
術
語
な
の
で

あ
っ
て
、
臨
濟
禪
師
は
こ
の
こ
と
に
注
意
を
喚
起
す
る
の
で
あ
る
。「
逹
磨
が
中
國
へ
來
た
の
は
騙
さ
れ
ぬ
人
を
見
出
す
た

め
だ
っ
た
」（「
自
逹
磨
大
師
從
西
土
來
，祇
是
覓
得
不
受
人
惑
底
人
」【
八
七
】）
と
さ
え
言
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
如
何
な
る

か
是
れ
祖
師
西
來
の
意
」（
逹
磨
大
師
が
印
度
か
ら
來
た
の
は
、
何
の
た
め
だ
っ
た
の
か
）、
す
な
わ
ち
「
逹
磨
は
何
を
傳
え
た
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の
か
」
に
對
す
る
臨
濟
禪
師
の
答
え
が
、
こ
れ
で
あ
る
。
ま
た
こ
う
も
言
う
、「
も
し
何
か
傳
え
よ
う
と
す
る
意
圖
が
逹
磨

に
あ
っ
た
の
な
ら
、
人
を
救
う
ど
こ
ろ
か
、
逹
磨
は
自
身
さ
え
救
う
こ
と
は
か
な
わ
ぬ
」（「
若
有
意
，
自
救
不
了
」【
八
九
】）

と
。
し
か
し
人
間
は
言
葉
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
臨
濟
禪
師
も
示
衆
說
法
で
は
饒
舌
に
語
る
。
多
く
の
言
葉
を
費
や

し
て
、
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
言
葉
を
妄
信
す
る
な
と
い
う
一
事
で
あ
る
。
こ
れ
が
す
な
わ
ち
禪
宗
で
言
わ
れ
る
「
不

立
文
字
」
と
い
う
句
の
意
味
に
他
な
ら
な
い
。

【
八
九
】
問

：「
如
何
是
西
來
意
？
」
師
云

：「
若
有
意
，自
救
不
了
。」
云

：「
既
無
意
，云
何
二
祖
得
法
？
」
師
云

：「
得

者
是
不
得
。」
云

：「
旣
若
不
得
，
云
何
是
不
得
底
意
？
」
師
云

：「
爲
你
向
一
切
處
馳
求
心
不
能
歇
，
所
以
祖
師
言

：『
咄

哉
！ 

丈
夫
！ 

將
頭
覓
頭
！
』
你
言
下
便
自
迴
光
返
照
，
更
不
別
求
，
知
身
心
與
祖
佛
不
別
，
當
下
無
事
，
方
名
得
法
。
大

德
！ 

山
僧
今
時
事
不
獲
已
，
話
度
說
出
許
多
不
才
淨
，
你
且
莫
錯
！ 

據
我
見
處
，
實
無
許
多
般
衜
理
。
要
用
便
用
，
不

用
便
休
。」

僧
が
問
う
、「
逹
磨
は
何
の
意
圖
が
あ
っ
て
印
度
か
ら
來
た
の
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、「
も
し
逹
磨
に
何
か
の
意
圖
が

あ
っ
た
な
ら
、
か
れ
は
自
身
さ
え
も
救
え
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。」
僧
、「
意
圖
が
な
か
っ
た
の
な
ら
、
二
祖
慧
可
が
法
を

得
た
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、「
得
た
と
は
得
（
た
も
の
は
何
も
）
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。」
僧
、

「
得
な
か
っ
た
の
で
し
た
ら
、
そ
の
『
得
な
か
っ
た
逹
磨
の
意
圖
』
と
は
何
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
？
」
師
、「
き
み
は
ど

こ
ま
で
行
っ
て
も
求
め
ま
わ
る
こ
と
か
ら
拔
け
出
せ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
祖
師
は
き
み
の
た
め
に
言
っ
た
の
だ
、『
お

い
っ
！
一
人
前
の
男
が
何
だ
！ 

頭
が
あ
る
の
に
頭
を
搜
し
ま
わ
る
と
は
！
』
き
み
が
こ
の
一
言
の
も
と
、た
だ
ち
に
迴

光
返
照
し
て
、
外
に
は
一
切
求
め
ず
、
わ
が
身
と
心
が
祖
師
や
佛
陀
と
別
で
は
な
い
と
知
っ
て
、
今
こ
そ
〈
無
事
〉
に
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落
ち
つ
く
こ
と
が
、『
得
な
か
っ
た
』
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

禪
師
が
た
よ
！ 

わ
た
し
は
今
や
む
を
得
ず
、
し
ゃ
べ
り
ま
く
っ
て
汚
ら
わ
し
い
物
を
垂
れ
流
す
結
果
と
な
っ
た
が
、

ど
う
か
諸
君
よ
！ 

誤
解
し
な
い
で
も
ら
い
た
い
。
わ
た
し
の
見
か
た
で
は
、
じ
つ
は
多
く
の
眞
理
が
あ
る
の
で
は
な

い
。
使
い
た
い
な
ら
使
え
！ 

使
わ
ぬ
な
ら
そ
れ
ま
で
だ
。」

言
葉
を
妄
信
し
て
は
な
ら
ぬ
。
す
べ
て
は
自
己
の
問
題
、
己
事
究
明
に
盡
き
る
。
眞
理
は
あ
れ
こ
れ
議
論
す
る
こ
と
を
離

れ
て
い
る
。「
た
だ
ち
に
迴
光
返
照
し
て
、
外
に
は
一
切
求
め
ず
、
わ
が
身
と
心
が
祖
師
や
佛
陀
と
別
で
は
な
い
と
知
っ
て
、

今
こ
そ
〈
無
事
〉
に
落
ち
つ
く
こ
と
」
し
か
な
い
。
み
づ
か
ら
「
默
契
す
る
の
み
」（
黃
檗
希
運
）
で
あ
る
。
臨
濟
禪
師
は
こ

の
よ
う
に
言
っ
て
、
さ
ら
に
「
わ
た
し
の
言
葉
に
も
執
わ
れ
て
は
な
ら
ぬ
」
と
言
う
。「
我
が
見
る
處
に
據
れ
ば
、
實
に
許お

多お

般く

の
衜
理
無
し
」
と
は
、
若
き
日
に
大
愚
の
語
に
よ
っ
て
黃
檗
禪
師
の
眞
意
を
悟
っ
て
叫
ん
だ
言
葉
、「
元
來
黃
檗
の
佛
法
に

多
子
無
し
！
」（
黃
檗
の
佛
法
の
眞
理
は
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
の
だ
！
）
の
こ
と
で
あ
る
。「
ひ
と
つ
」
と
は
黃
檗
の
い
う
「
卽
心

是
佛
」（
わ
が
心
こ
そ
が
佛
に
他
な
ら
ぬ
）
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
わ
が
身
と
心
が
祖
師
や
佛
陀
と
別
で
は
な
い
」
と
信
ず
る

こ
と
で
あ
る
。
以
上
を
總
括
し
て
言
う
な
ら
、「〈
信
じ
こ
む
こ
と
〉
か
ら
の
自
由
と
、〈
信
じ
き
る
こ
と
〉
へ
の
勇
氣
と
」
㉔

（
見
田
宗
介
）
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

⑴ 

拙
稿
「
臨
濟
錄
の
形
成
（
改
稿
）」、『
臨
濟
禪
師
一
一
五
〇
年
遠
諱
記
念
《
臨
濟
錄
》
國
際
學
會
記
念
論
文
集
』（
禪
文
化
研
究
所
、
二
〇

一
六
）
參
照
。

⑵ 

本
稿
は
拙
稿
「
感
興
の
こ
と
ば
―
―
唐
末
五
代
轉
型
期
の
禪
宗
に
お
け
る
悟
衜
論
の
探
究
―
―
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
六
六

册
、
二
〇
一
四
）、「
禪
學
札
記
」（『
花
園
大
學
文
學
部
研
究
紀
要
』
第
四
八
號
、
二
〇
一
六
）
の
論
述
と
一
部
重
複
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
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『
臨
濟
錄
』
の
引
用
は
譯
注
『
臨
濟
錄
』（
大
藏
出
版
、
二
〇
一
九
年
刊
行
豫
定
）
の
本
文
と
分
段
に
據
る
。

⑶ 
嚴
耕
望
『
唐
代
交
通
圖
考
』
第
五
卷
河
東
河
北
區 

篇
四
四
「
五
臺
山
進
香
衜
」（
中
央
研
究
院
歷
史
語
言
研
究
所
專
卷
之
八
十
三
、
一
九

八
九
）。
敦
煌
石
窟
第
六
一
窟
西
壁
に
は
五
代
の
壁
画
「
五
臺
山
圖
」
が
あ
り
、そ
の
東
端
に
鎭
州
城
が
描
か
れ
て
い
る
（
敦
煌
研
究
院
編

『
敦
煌
石
窟
全
集
』
第
二
六
卷 

交
通
圖
卷
、
香
港
商
務
印
書
舘
、
二
〇
〇
〇
）。

⑷ 

圓
仁
『
入
唐
求
法
巡
禮
行
記
』
卷
二
開
成
五
年
（
八
四
〇
）
四
月
二
二
日
鎭
州
、同
五
月
一
七
日
五
臺
山
善
住
閣
院
（
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
六
）。

⑸ 『
孟
子
』
離
婁
篇
上

：「
衜
在
邇
而
求
諸
遠
。」（『
四
書
集
注
』
藝
文
印
書
館
、
一
九
七
四
）
；
僧
肇
「
不
眞
空
論
」：「
非
離
眞
而
立
處
，

立
處
卽
眞
也
。
然
則
道
遠
乎
哉
？ 

觸
事
而
眞
，
聖
遠
乎
哉
？ 

體
之
卽
神
。」（
大
正
藏
四
五
、
一
五
三
上
）

⑹ 『
唐
文
粹
』
卷
六
四
、
四
部
叢
刊
初
編
／
『
權
德
輿
詩
文
集
』
卷
二
八
、
四
二
六
頁
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
．
案

：

攝
，
文
集

作
著

：

詬
，
文
粹
從
口
，
文
集
從
土
，
今
據
郭
慶
藩
『
莊
子
集
釋
』
天
地
篇
。

⑺ 

開
元
寺
版
宋
本
『
天
聖
廣
燈
錄
』、『
宋
藏
遺
珍 

寶
林
傳 

傳
燈
玉
英
集
』
附
錄
、
四
〇
二
頁
、
禪
學
叢
書
、
中
文
出
版
社
、
一
九
七
五
．

⑻ 

東
禪
寺
版
宋
本
『
景
德
傳
燈
錄
』、
五
七
七
頁
、
禪
文
化
研
究
所
影
印
本
、
一
九
九
五
．

⑼ 『
宋
高
僧
傳
』
上
册
、
二
四
七
頁
、
中
華
書
局
、
中
國
佛
敎
典
籍
選
刊
、
一
九
八
七
．

⑽ 

東
禪
寺
版
宋
本
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
八
、
五
七
一
頁
、
南
陽
慧
忠
國
師
語

：「
若
以
見
聞
覺
知
是
佛
性
者
，
淨
名
不
應
云
法
離
見
聞
覺

知
。
若
行
見
聞
覺
知
，
是
則
見
聞
覺
知
，
非
求
法
也
。」

⑾ 

石
井
修
道
「
眞
福
寺
文
庫
所
藏
の
『
裴
休
拾
遺
問
』
の
翻
刻
」、「
今
洪
州
但
言
貪
嗔
戒
定
一
種
，
是
佛
性
作
用
者
，
闕
於
揀
辨
迷
悟
倒
正

之
用
也
。」（『
禪
學
研
究
』
第
六
〇
號
，
一
九
八
一
）．

⑿ 

た
と
え
ば
『
朱
子
語
類
』
卷
一
二
六
「
釋
氏
」
第
五
二
～
六
三
條
、
中
華
書
局
、
理
學
叢
書
、
第
八
册
、
三
〇
一
九
～
三
〇
二
四
頁
．

⒀ 

開
元
寺
版
宋
本
『
天
聖
廣
燈
錄
』、
四
〇
二
頁
．
ま
た
『
正
法
眼
藏
』
卷
上
。
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⒁ 

こ
の
馬
祖
の
說
示
は
南
嶽
懷
讓
の
說
に
依
據
し
て
い
る
。「
讓
大
師
云

：『〈
一
切
萬
法
，
皆
從
心
生
〉。
若
逹
心
地
，
所
作
無
礙
。
汝
今

此
心
，
卽
是
佛
故
。
逹
磨
西
來
，
唯
傳
一
心
之
法
。〈
三
界
唯
心
〉，〈
森
蘿
及
萬
像
，
一
法
之
所
印
〉。
凡
所
見
色
，
皆
是
自
心
。
心
不
自

心
，
因
色
故
心
。
…
…
從
心
所
生
，
卽
名
爲
色
。
知
色
空
故
，
生
卽
不
生
』。」（『
宗
鏡
錄
』
卷
九
七
、
大
正
藏
四
八
，
九
四
〇
上
～
中
）

⒂ 
高
崎
直
道
『
楞
伽
經
』
一
二
二
頁
、
大
藏
出
版
、
佛
典
講
座
、
一
九
八
〇
．

⒃ 

東
禪
寺
版
宋
本
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
八
江
西
大
寂
衜
一
禪
師
語
．

⒄ 

開
元
寺
版
宋
本
『
天
聖
廣
燈
錄
』
卷
八
馬
祖
章
、
四
〇
二
頁
．

⒅ 

石
井
修
道
「
眞
福
寺
文
庫
所
藏
の
『
裴
休
拾
遺
問
』
の
翻
刻
」．

⒆ 

賈
晉
華
『
古
典
禪
研
究
』
一
六
七
頁
、O

xford U
niversity Press, 2010.

⒇ 

ま
た
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
三
逹
磨
章
、『
天
聖
廣
燈
錄
』
卷
六
逹
磨
章
、『
正
法
眼
藏
』
卷
上
等
。

㉑ 『
寶
林
傳
』
卷
七
般
若
多
羅
章
の
逸
文
に
こ
の
部
分
の
斷
片
が
見
え
る
。
椎
名
宏
雄
「『
寶
林
傳
』
逸
文
の
研
究
」、『
駒
澤
大
學
佛
敎
學
部

論
集
』
第
一
一
號
、
一
九
八
〇
．

㉒ 

こ
こ
は
德
山
宣
鑒
の
示
衆
に
據
っ
て
い
る
。
い
わ
く
、「
你
豈
不
聞
道

：『
老
胡
經
三
大
阿
僧
祇
劫
修
行
』
？ 

卽
今
何
在
？ 

八
十
年
後
死

去
。
與
你
何
別
？
」（
大
慧
『
正
法
眼
藏
』
卷
上
）。

㉓ 「
外
不
取
凡
聖
，
內
不
住
根
本
」（【
五
一
】）、「
心
外
無
法
，
內
亦
不
可
得
」（【
六
四
】）。

㉔ 「
自
我
の
ゆ
く
え
」（『
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る 

日
本
・
世
界
・
二
一
世
紀
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
）


